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第1章 : OMi Management Pack for Microsoft SQL
Server
HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (OMi MP for Microsoft SQL Server)はHP
Operations Manager i (OMi)とともに動作し、Business ServiceManagement (BSM)を使用して

Microsoft SQL Serverデータベース環境および基盤インフラストラクチャの監視を可能にします。OMi MP
for Microsoft SQL Serverは、Microsoft SQL Serverデータベース内で発生するイベントを分析し、状況

ステータスをレポートする各種インジケータ (状況インジケータ (HI)、イベント タイプインジケータ (ETI)、お

よび相関ルール)を備えています。また、さまざまなタイプのMicrosoft SQL Serverデータベース環境 (スタ

ンドアロンおよびクラスタ)の監視に使用できる管理テンプレートが用意されており、システムの状況とパ

フォーマンスを監視する機能も備えています。これらの管理テンプレートは、Microsoft SQL Serverコン

ポーネントやシステムコンポーネントを監視できる幅広いアスペクトで構成されています。

これらの管理テンプレートは、環境内のMicrosoft SQL Serverデータベースを監視する管理者によって

シームレスにデプロイできます。領域専門家 (SME)と開発者は、Microsoft SQL Server管理テンプレー

トを簡単にカスタマイズできます。

OMi MP for Microsoft SQL ServerはOMiとともに動作し、以下の追加機能を提供して、統合監視ソ

リューションをサポートします。

l Microsoft SQL Serverインスタンスベースのデプロイと構成

l SQLServerインスタンスのエージェントありとなしの両面による監視をサポート
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第2章 :作業の開始
この項ではOMi MP for Microsoft SQL Serverを使用したMicrosoft SQL Serverの監視に必要なタスク

について説明します。また、イベント パースペクティブ、状況パースペクティブ、パフォーマンスパースペクティ

ブを使用して、Microsoft SQL Serverの構成アイテム (CI)のステータスと状況を分析することもできます。

BSMでの作業の開始の詳細は、「作業の開始」を参照してください。

OMiでの作業の開始の詳細は、「作業の開始」を参照してください。

BSMでの作業の開始
ここでは、OMi MP for Microsoft SQL Serverを使用したMicrosoft SQL Serverデータベースの監視につ

いて手順を追って説明します。

タスク1: BSMコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、BSMコンソールにノードを追加する必要があります。

1. [オペレーション管理の管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をクリッ

クしてから、[Computer] > [Windows]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規作成 ]ダイアログ

ボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]を
指定し、[OK]をクリックします。

新規に作成されたノードがCI インスタンスとして RTSMに保存されます。

注 : Operations Agentが稼働するノードは、OMiサーバに対して有効にしてから、証明書を付

与する必要があります。

タスク2: トポロジ同期設定の指定

環境内にHP Operations Manager (HPOM)サーバがあり、Smart Plug-in for Microsoft SQL Server (SPI
for Microsoft SQL Server)で検出されたろポロジ情報をOMiに同期するには、次の手順を実行します。

1. [オペレーション管理の管理 ]から [インフラストラクチャ設定 ]を開きます。

[管理 ] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守 ] > [インフラストラクチャ設定 ]
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2. [インフラストラクチャ設定 ]マネージャで、[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]を選択します。

3. [オペレーション管理 ]の [HPOM トポロジ同期設定 ]で、Topology Syncのパッケージにはトポロジ同

期 (default;nodegroups;operations-agent;HPOprSys;HPOprMss)に使用するパッケージも含ま

れます。

タスク3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデプロイ

追加した管理対象ノード上のMicrosoft SQL ServerデータベースCIを検出するには、Microsoft SQL
Serverデータベース検出アスペクトをデプロイする必要があります。

1. 次の手順で [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server のアスペ

クト ]

3. [Microsoft SQL Server のアスペクト ]フォルダでMicrosoft SQL Serverデータベース検出アスペクト

を右クリックし、[割り当てとデプロイ]項目をクリックすると、 [割り当てとデプロイ]ウィザードが始まりま

す。

4. [構成アイテム]タブで検出アスペクトをデプロイするCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [次へ]をクリックします。

6. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボック

スを外します。 [割り当ておよびパラメータ]マネージャを使用して、後で割り当てを有効化できます。

7. [完了 ]をクリックします。

注 : Microsoft SQL Server検出アスペクトをデプロイすると、「割り当ておよびデプロイメント ジョブを

作成しました」というメッセージが表示されます。デプロイメント ジョブのステータスを確認するには、[管
理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [デプロイメント ジョブ]を選択します。

タスク4:検出の確認

Microsoft SQL Server検出アスペクトをデプロイした後、トップビューにCIが表示されていることを確認す

る必要があります。

トップビューのCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. BSMコンソールで [MyBSM]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [トップビュー]を選択します。 [トップビュー]ページが表示されます。
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3. [トップビュー]ページで、[MSSQL_Cluster_Deployment]または [MSSQL_Database_
Deployment]ビューを選択します。トップビューにCIが表示されています。

タスク5: Microsoft SQL Serverデータベース管理テンプレートまたは

Microsoft SQLアスペクトのデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、Microsoft
SQL Server管理テンプレートまたはMicrosoft SQLアスペクトをSQLCIにデプロイできます。Microsoft
SQL Server管理テンプレートのデプロイの詳細は、「タスク 5a: Microsoft SQL Server管理テンプレートの

デプロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serversライセンスを使用している場合、Microsoft SQLアスペクトをデプ

ロイできます。Microsoft SQLアスペクトのデプロイの詳細は、「タスク 5b: Microsoft SQLアスペクトのデプ

ロイ」を参照してください。

タスク5a: Microsoft SQL Server管理テンプレートのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Microsoft SQL Server検出

アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデ

プロイ」を参照してください。

Microsoft SQL Server管理テンプレートをデプロイする前に、次の推奨事項に従って、それぞれの環境

に適したMicrosoft SQL Server管理テンプレートを特定する必要があります。

l スタンドアロンのMicrosoft SQL Server環境を監視する場合は、詳細 Microsoft SQL Server管理テ

ンプレートをデプロイします。

l Microsoft SQL Serverクラスタ環境の基本的な機能を監視する場合は、基本 Microsoft SQL
Serverクラスタ管理テンプレートをデプロイします。

l Microsoft SQL Serverクラスタ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 Microsoft SQL Serverクラス

タ管理テンプレートをデプロイします。

l エージェントおよびエージェントレス監視を行うには、ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレー

トをデプロイします。

Microsoft SQL Server管理テンプレートをMicrosoft SQL Server CIにデプロイするには、次の手順を実

行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]を開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [Microsoft SQL Server データベース] > [Microsoft SQL Server 管理テンプレー

ト ]
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3. [Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]フォルダでデプロイする管理テンプレートをクリックし、

をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. (オプション) [必要なパラメータ]タブで、環境に基づいたパラメータを指定する必要があります。

注 : Windows認証を使用する Microsoft SQL Serverの場合 : ドメイン名、ユーザ名、パス

ワードを指定する必要はありません。

混在モード認証の場合 : SQL Serverユーザのユーザ名とパスワードを指定する必要がありま

す。

Microsoft SQL Server ドメイン認証の場合 :システムのユーザ名、ドメイン名、パスワードを指

定する必要があります。

ハイブリッド Microsoft SQL Server 管理テンプレート の場合 : SQL Server認証で割り当てが

サポートされています。

注 :管理テンプレートのデプロイ時に入力するユーザ名は、Microsoft SQL Serverに接続し、

OMi MP for Microsoft SQL Serverの監視に必要なデータを収集するために必要な権限を持っ

ている必要があります。次にガイドラインを示します。

n 管理者によってユーザ名があらかじめ定義されている場合、管理テンプレートにデプロイ時

にそのユーザ名を使用できます。

n 管理パックに付属しているユーザ作成ツールを明示的に使用する場合、必須パラメータが

ないため、ユーザ名とパスワードを入力せずに管理テンプレートをデプロイする必要がありま

す。

管理テンプレートをデプロイした後、すべてのファイルがデプロイされ、ユーザ作成ツールを実

行してユーザを作成し、 [ユーザ名 ]および [パスワード ]パラメータを更新して監視を開始で

きます。

a. リストの [Microsoft SQL Server インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 をクリックしま

す。 [Microsoft SQL Serverインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [Microsoft SQL Server インスタンスパスワード ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [Microsoft SQL Serverパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。
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e. リストの [Microsoft SQL Server ドメイン名 ]パラメータを選択して、 をクリックします。

[Microsoft SQL Serverドメイン名 ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。

7. [すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。パラメータのデフォルト値を

変更するには、次の手順を実行します。

a. [MSSQL Server インスタンス名 ]パラメータを選択して、 をクリックします。[インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの値

は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定義

されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキスパー

ト パラメータの表示 ]をクリックします。

8. [次へ]をクリックします。

9. (オプション) [構成オプション] タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有

効化できます。

10. [完了 ]をクリックします。

タスク5b: Microsoft SQLアスペクトのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Microsoft SQL Server検出

アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデ

プロイ」を参照してください。

Microsoft SQL ServerアスペクトをMicrosoft SQL Server CIにデプロイするには、以下の手順を実行し

ます。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server のアスペ

クト ]
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3. [Microsoft SQL Server のアスペクト ]フォルダで、デプロイMicrosoft SQL Serverアスペクトを右ク

リックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリックすると、 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトをデプロイする構成アイテムをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [次へ]をクリックします。

6. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボック

スを外します。 [割り当ておよびパラメータ]マネージャを使用して、後で割り当てを有効化できます。

7. [完了 ]をクリックします。

Microsoft SQL環境の監視

管理テンプレートとアスペクトをデプロイした後、次のパースペクティブからイベントのステータスを解析できま

す。

イベント パースペクティブ

状況パースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブ

イベント パースペクティブ

Microsoft SQL Server検出アスペクトとMicrosoft SQL Server管理テンプレートをデプロイした後、OMi
MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのイベントを表示できます。

Microsoft SQL Server CIのイベント パースペクティブを表示するには、以下の手順を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ペインを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ペインで [Event Perspective]タブをクリックします。 [View Explorer]ペインが表

示されます。

3. ドロップダウンメニューから、[MSSQL_Deployment]を選択します。

OMi MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのリストが表示されます。

4. イベント パースペクティブを表示するMicrosoft SQL Server CIを選択します。 [Event Browser]ペイ

ンに、選択したMicrosoft SQL Server CIのイベントが表示されます。

[Event Browser]でイベントをクリックすると、 [イベント詳細 ]ペインが開き、次の内容が表示されま

す。

n 一般 -重要度、ライフサイクル状態、優先度、関連 CIなど、選択したイベントに関する詳細

情報が表示されます。

n 追加情報 :選択したイベントの属性に関する詳細情報が表示されます。
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n ソース情報 :選択したイベントのソースに関する情報の概要が表示されます。

n アクション:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。使用できるアクション

には、ユーザアクションと自動アクションの2タイプがあります。

n 注釈 :選択したイベントにアタッチされている注釈が表示されます。

n カスタム属性 :管理者または担当ユーザが手動で設定し、選択したイベントに追加した属性の

リストが表示されます。

n 関連イベント : イベント ブラウザで選択したイベントに関連するすべてのイベントが表示されます。

n 履歴 :選択したイベントの履歴が表示されます。

n 解決ヒント : イベントに関連付けられているノードとCIを特定する情報が表示されます。

n 説明 :関連イベントの処理に役立つ情報が表示されます。

n 転送 : イベントの所有者に関する転送の詳細情報が表示されます。

状況パースペクティブ

Microsoft SQL Server検出アスペクトとMicrosoft SQL Server管理テンプレートをデプロイした後、OMi
MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIの状況に関するイベントを表示で

きます。

Microsoft SQL Server CIの状況パースペクティブを表示するには、以下の手順を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ペインを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ペインで [Health Perspective]タブをクリックします。 [View Explorer]ペインが表

示されます。

3. [View Explorer]で [ビューの参照 ]タブを選択します。

4. ドロップダウンメニューから、[MSSQL_Deployment]を選択します。

OMi MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのリストが表示されます。

5. 状況パースペクティブを表示するMicrosoft SQL Server CIを選択します。 [Event Browser]ペイン

に、選択したMicrosoft SQL Server CIの状況に関するイベントが表示されます。

[Event Browser]ペインからイベントをクリックすると、次のペインが表示されます。

n Health Top View:選択したイベントのヘルストップビューが表示されます。

n Health Indicators: [Health Top View]ペインで選択したCIに関連する主要業績評価指標
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(KPI)およびHIが表示されます。

n Actions:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。

パフォーマンスパースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブでは、既存のグラフテンプレートからグラフを作成できます。また、選択した

CIに必要なメトリックを選択して、カスタマイズされたグラフを作成することもできます。

グラフを使用してMicrosoft SQL Server CIのパフォーマンスパースペクティブを表示するには、次の手順

を実行します。

1. [オペレーション管理 ]ペインを開きます。

[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]

2. [オペレーション管理 ]ウィンドウで [Performance Perspective]タブをクリックします。 [View Explorer]
ペインが表示されます。

3. [ビューの参照 ]タブで、[MSSQL_Deployment]を選択します。 [パフォーマンス]ペインが表示され、

MSSQL_Deploymentで使用できるデフォルトのグラフが表示されます。

4. [グラフ]タブから作成するグラフをクリックし、 [グラフの作成 ]をクリックします。右ペインに選択した

グラフが表示されます。

注 : イベントの管理、状況パースペクティブ、パフォーマンスパースペクティブの詳細は、『Operations
Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

OMiでの作業の開始
ここでは、OMi MP for Microsoft SQL Serverを使用したMicrosoft SQL Serverデータベースの監視につ

いて手順を追って説明します。

タスク1: OMiコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、OMiコンソールにノードを追加する必要があります。

1. [管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで、[事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックします。

3. [モニタ対象ノード ] - [事前定義済みのノード フィルタ]ペインで、 をクリックしてから、[Computer]>
[Windows]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規作成 ]ダイアログボックスが表示されます。
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4. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]を
指定し、[OK]をクリックします。

新規に作成されたノードがCI インスタンスとして RTSMに保存されます。

注 : Operations Agentが稼働するノードは、OMiサーバに対して有効にしてから、証明書を付

与する必要があります。

タスク2: トポロジ同期設定の指定

環境内にHP Operations Manager (HPOM)サーバがあり、Smart Plug-in for Microsoft SQL Server (SPI
for Microsoft SQL Server)で検出されたろポロジ情報をOMiに同期するには、次の手順を実行します。

1. [管理 ]から [インフラストラクチャ設定 ]を開きます。

[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [インフラストラクチャ設定 ]

2. [インフラストラクチャ設定 ]マネージャで、[アプリケーション] > [オペレーション管理 ]を選択します。

3. [オペレーション管理 ]の [HPOM トポロジ同期設定 ]で、Topology Syncのパッケージにはトポロジ同

期 (default;nodegroups;operations-agent;HPOprSys;HPOprMss)に使用するパッケージも含ま

れます。

タスク3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデプロイ

追加した管理対象ノード上のMicrosoft SQL ServerデータベースCIを検出するには、Microsoft SQL
Serverデータベース検出アスペクトをデプロイする必要があります。

1. 次の手順で [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server のアスペ

クト ]

3. [Microsoft SQL Server のアスペクト ]フォルダでMicrosoft SQL Server データベース検出アスペク

トを右クリックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリックすると、 [割り当てとデプロイ]ウィザードが始ま

ります。

4. [構成アイテム]タブで検出アスペクトをデプロイするCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [次へ]をクリックします。

6. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま
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す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

7. [完了 ]をクリックします。

注 : Microsoft SQL Server検出アスペクトをデプロイすると、「割り当ておよびデプロイメント ジョブを

作成しました」というメッセージが表示されます。デプロイメント ジョブのステータスを確認するには、[管
理 ] > [監視 ] > [デプロイメント ジョブ]を選択します。

タスク4:検出の確認

Microsoft SQL Server検出アスペクトをデプロイした後、 [3600 View]にCIが表示されていることを確認

する必要があります。

[360o View]にCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. OMiコンソールで、[ワークスペース] > [ダッシュボード ] > [3600 View]をクリックします。

2. [3600 View]ページで、[MSSQL_Cluster_Deployment]または [MSSQL_Database_
Deployment]ビューを選択します。 [360o View]にCIが表示されています。

タスク5: Microsoft SQL Serverデータベース管理テンプレートまたは

Microsoft SQLアスペクトのデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、Microsoft
SQL Server管理テンプレートまたはMicrosoft SQLアスペクトをSQLCIにデプロイできます。Microsoft
SQL Server管理テンプレートのデプロイの詳細は、「タスク 5a: Microsoft SQL Server管理テンプレートの

デプロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serverライセンスを使用している場合、Microsoft SQLアスペクトをデプロ

イできます。Microsoft SQLアスペクトのデプロイの詳細は、「タスク 5b: Microsoft SQLアスペクトのデプロ

イ」を参照してください。

タスク5a: Microsoft SQL Server管理テンプレートのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Microsoft SQL Server検出

アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデ

プロイ」を参照してください。

Microsoft SQL Server管理テンプレートをデプロイする前に、次の推奨事項に従って、それぞれの環境

に適したMicrosoft SQL Server管理テンプレートを特定する必要があります。

l スタンドアロンのMicrosoft SQL Server環境を監視する場合は、詳細 Microsoft SQL Server管理テ

ンプレートをデプロイします。
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l Microsoft SQL Serverクラスタ環境の基本的な機能を監視する場合は、基本 Microsoft SQL
Serverクラスタ管理テンプレートをデプロイします。

l Microsoft SQL Serverクラスタ環境の詳細な監視を行う場合は、詳細 Microsoft SQL Serverクラス

タ管理テンプレートをデプロイします。

l エージェントおよびエージェントレス監視を行うには、ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレー

トをデプロイします。

Microsoft SQL Server管理テンプレートをMicrosoft SQL Server CIにデプロイするには、次の手順を実

行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]を開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [Microsoft SQL Server データベース] > [Microsoft SQL Server 管理テンプレー

ト ]

3. [Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]フォルダでデプロイする管理テンプレートをクリックし、

をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. (オプション) [必要なパラメータ]タブで、環境に基づいたパラメータを指定する必要があります。

注 : Windows認証を使用する Microsoft SQL Serverの場合 : ドメイン名、ユーザ名、パス

ワードを指定する必要はありません。

混在モード認証の場合 : SQL Serverユーザのユーザ名とパスワードを指定する必要がありま

す。

Microsoft SQL Server ドメイン認証の場合 :システムのユーザ名、ドメイン名、パスワードを指

定する必要があります。

ハイブリッド Microsoft SQL Server 管理テンプレート の場合 : SQL Server認証で割り当てが

サポートされています。

注 :管理テンプレートのデプロイ時に入力するユーザ名は、Microsoft SQL Serverに接続し、

OMi MP for Microsoft SQL Serverの監視に必要なデータを収集するために必要な権限を持っ

ている必要があります。次にガイドラインを示します。
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n 管理者によってユーザ名があらかじめ定義されている場合、管理テンプレートにデプロイ時

にそのユーザ名を使用できます。

n 管理パックに付属しているユーザ作成ツールを明示的に使用する場合、必須パラメータが

ないため、ユーザ名とパスワードを入力せずに管理テンプレートをデプロイする必要がありま

す。

管理テンプレートをデプロイした後、すべてのファイルがデプロイされ、ユーザ作成ツールを実

行してユーザを作成し、 [ユーザ名 ]および [パスワード ]パラメータを更新して監視を開始で

きます。

a. リストの [Microsoft SQL Server インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択して、 をクリックしま

す。 [Microsoft SQL Serverインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. リストの [Microsoft SQL Server インスタンスパスワード ]パラメータを選択して、 をクリックし

ます。 [Microsoft SQL Serverパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

e. リストの [Microsoft SQL Server ドメイン名 ]パラメータを選択して、 をクリックします。

[Microsoft SQL Serverドメイン名 ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

6. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。

7. [パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。パラメータのデフォルト値を変

更するには、次の手順を実行します。

a. [MSSQL Server インスタンス名 ]パラメータを選択して、 をクリックします。[インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの値

は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとして定義

されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、 [エキスパー

ト パラメータの表示 ]をクリックします。

8. [次へ]をクリックします。
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9. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

10. [完了 ]をクリックします。

タスク5b: Microsoft SQLアスペクトのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Microsoft SQL Server検出

アスペクトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 3: Microsoft SQL Server検出アスペクトのデ

プロイ」を参照してください。

Microsoft SQL ServerアスペクトをMicrosoft SQL Server CIにデプロイするには、以下の手順を実行し

ます。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server のアスペ

クト ]

3. [Microsoft SQL Server のアスペクト ]フォルダで、デプロイMicrosoft SQL Serverアスペクトを右ク

リックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリックすると、 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトをデプロイする構成アイテムをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [次へ]をクリックします。

6. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

7. [完了 ]をクリックします。

Microsoft SQL環境の監視

管理テンプレートとアスペクトをデプロイした後、次のパースペクティブからイベントのステータスを解析できま

す。

イベント パースペクティブ

状況パースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブ

イベント パースペクティブ

Microsoft SQL Server検出アスペクトとMicrosoft SQL Server管理テンプレートをデプロイした後、OMi
MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのイベントを表示できます。
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Microsoft SQL Server CIのイベント パースペクティブを表示するには、以下の手順を実行します。

1. [操作コンソール]ペインを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Event Perspective] をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. ドロップダウンメニューから、[MSSQL_Deployment]を選択します。

OMi MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのリストが表示されます。

3. イベント パースペクティブを表示するMicrosoft SQL Server CIを選択します。 [Event Browser]ペイ

ンに、選択したMicrosoft SQL Server CIのイベントが表示されます。

[Event Browser]でイベントをクリックすると、 [イベント詳細 ]ペインが開き、次の内容が表示されま

す。

n 一般 -重要度、ライフサイクル状態、優先度、関連 CIなど、選択したイベントに関する詳細

情報が表示されます。

n 追加情報 :選択したイベントの属性に関する詳細情報が表示されます。

n ソース情報 :選択したイベントのソースに関する情報の概要が表示されます。

n アクション:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。使用できるアクション

には、ユーザアクションと自動アクションの2タイプがあります。

n 注釈 :選択したイベントにアタッチされている注釈が表示されます。

n カスタム属性 :管理者または担当ユーザが手動で設定し、選択したイベントに追加した属性の

リストが表示されます。

n 関連イベント : イベント ブラウザで選択したイベントに関連するすべてのイベントが表示されます。

n 履歴 :選択したイベントの履歴が表示されます。

n 解決ヒント : イベントに関連付けられているノードとCIを特定する情報が表示されます。

n 説明 :関連イベントの処理に役立つ情報が表示されます。

n 転送 : イベントの所有者に関する転送の詳細情報が表示されます。

状況パースペクティブ

Microsoft SQL Server検出アスペクトとMicrosoft SQL Server管理テンプレートをデプロイした後、OMi
MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIの状況に関するイベントを表示で

きます。

Microsoft SQL Server CIの状況パースペクティブを表示するには、以下の手順を実行します。
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1. [操作コンソール]ペインを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Health Perspective] をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. [View Explorer]で [ビューの参照 ]タブを選択します。

3. ドロップダウンメニューから、[MSSQL_Deployment]を選択します。

OMi MP for Microsoft SQL Serverで監視されるMicrosoft SQL Server CIのリストが表示されます。

4. 状況パースペクティブを表示するMicrosoft SQL Server CIを選択します。 [Event Browser]ペイン

に、選択したMicrosoft SQL Server CIの状況に関するイベントが表示されます。

[Event Browser]ペインからイベントをクリックすると、次のペインが表示されます。

n Health Top View:選択したイベントのヘルストップビューが表示されます。

n Health Indicators: [Health Top View]ペインで選択したCIに関連する主要業績評価指標

(KPI)およびHIが表示されます。

n Actions:選択したイベントで使用できるアクションのリストが表示されます。

パフォーマンスパースペクティブ

パフォーマンスパースペクティブでは、既存のグラフテンプレートからグラフを作成できます。また、選択した

CIに必要なメトリックを選択して、カスタマイズされたグラフを作成することもできます。

グラフを使用してMicrosoft SQL Server CIのパフォーマンスパースペクティブを表示するには、次の手順

を実行します。

1. [操作コンソール]ペインを開きます。

[ワークスペース] > [操作コンソール] > [Performance Perspective] をクリックします。

[View Explorer]ペインが表示されます。

2. [ビューの参照 ]タブで、[MSSQL_Deployment]を選択します。 [パフォーマンス]ペインが表示され、

MSSQL_Deploymentで使用できるデフォルトのグラフが表示されます。

3. [グラフ]タブから作成するグラフをクリックし、 [グラフの作成 ]をクリックします。右ペインに選択した

グラフが表示されます。

注 : イベントの管理、状況パースペクティブ、パフォーマンスパースペクティブの詳細は、『Operations
Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。
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第3章 :コンポーネント
OMi MP for Microsoft SQL Serverには、環境内にあるMicrosoft SQL Serverデータベースの監視を目

的にした以下のコンポーネントが含まれます。

l 「Microsoft SQL Server管理テンプレート」

l 「Microsoft SQL Serverのアスペクト」

l 「パラメータ」

l 「構成アイテム (CI)と構成アイテムタイプ (CIT)」

l 「ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー」

l 「状況インジケータ」

l 「イベント タイプインジケータ」

l 「ポリシー設定 ETIおよびHI」

l 「トポロジベースのイベント相関処理 (TBEC)ルール」

l 「Operations Orchestrationフロー」

l 「ツール」

Microsoft SQL Server管理テンプレート
Microsoft SQL Server管理テンプレートは、重要性と環境の種類に基づいたMicrosoft SQL Server
データベースを監視するための複数のMicrosoft SQL Serverアスペクトで構成されています。デフォルトで

は、OMi MP for Microsoft SQL Serverは管理テンプレートのセットで構成されています。デフォルト パラ

メータで管理テンプレートをそのままデプロイしたり、要件に応じて管理テンプレートをカスタマイズしたりで

きます。また、Microsoft SQL Serverアスペクトを使用して監視要件に基づいたMicrosoft SQL Server
管理テンプレートを作成することも可能です。

概要

OMi MP for Microsoft SQL Serverは、以下の管理テンプレートで構成されます。

l 「基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート」

l 「詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレート」
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l 「詳細 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート」

l 「ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレート」

Microsoft管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]をクリックします。

タスク

Microsoft SQL Server管理テンプレートのデプロイ方法

Microsoft SQL Server管理テンプレートのデプロイの詳細は、BSMの場合は「タスク 5: Microsoft SQL
Serverデータベース管理テンプレートまたはMicrosoft SQLアスペクトのデプロイ」を参照してください。

OMiの場合は「タスク 5: Microsoft SQL Serverデータベース管理テンプレートまたはMicrosoft SQLアス

ペクトのデプロイ」を参照してください。

Microsoft SQL Server管理テンプレートまたはMicrosoft SQL Serverアスペクトを自動的に

割り当てる方法

Microsoft SQL Server管理テンプレートまたはMicrosoft SQL Serverアスペクトを自動的に割り当てるに

は、必要な権限を指定する必要があります。自動的に割り当てるには、以下の手順を実行します。

1. [自動割り当てルール]ペインを開くには、次を選択します。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [自動割り当てルール]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [自動割り当てルール]をクリックします。

このペインには、上部に [自動割り当てルール]ペイン、下部にパラメータリストが表示されます。

2. [自動割り当てルール]ペインのツールバーにある [新規割り当て]をクリックし、オプションを選択し

ます。 [自動割り当てルールの作成 ]ウィザードが開きます。

3. 自動割り当てルールを作成するCIが含まれているMicrosoft SQL Serverビューを選択し、[次へ]
をクリックします。

4. [割り当てる項目の選択 ]ウィンドウで、選択したビューに表示されているCITのCIに自動割り当て

するMicrosoft SQL Server 管理レンプレートまたはアスペクトをクリックします。
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注 : リストには、選択したビュー内にあるルート CITを持つ管理テンプレートのみが表示されま

す。または、アスペクトが自動割り当ての場合は、互換性のあるアスペクトのみが表示されま

す。

デフォルトでは、管理テンプレートまたはアスペクトの最新バージョンが選択されます。別のバー

ジョンを選択する場合は、[バージョン]列で選択してください。

5. [次へ]をクリックして [必要なパラメータ]に進みます。

6. このステップでは、値を指定していない管理テンプレートの必須パラメータがすべて表示されます。こ

こで表示されるパラメータはすべて必須なので、値を指定しないと管理テンプレートはデプロイできま

せん。

値をすべて指定したら、次のいずれかのアクションを選択します。

n [完了 ]をクリックし、選択したCIに構成オブジェクトを割り当ててウィザードまたはダイアログボック

スを閉じます。

n [次へ]をクリックして、[すべてのパラメータ](BSM)および[パラメータ サマリ](OMi)に進みます。ここ

で、任意指定のパラメータも含め、パラメータのデフォルト値を上書きできます。

注 : [構成オプション]ステップにアクセスするには、このステップで [次へ]をクリックし、 [すべてのパラ

メータ]/[パラメータサマリ]でも [次へ]をクリックします。

パラメータを変更するには、ダブルクリックするか、リストで選択してから [編集 ]をクリックします。

n 標準パラメータの場合、[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

n インスタンスパラメータの場合、[インスタンスパラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

必要に応じてインスタンス値を追加したら、各インスタンス値の従属パラメータ値も指定します。

インスタンス値と従属パラメータ値を指定したら、[OK]をクリックします。

7. (オプション) [すべてのパラメータ]/[パラメータ サマリ]ステップで、デフォルト値以外の値で監視するパラ

メータの値を指定します。

パラメータを変更するには、ダブルクリックするか、リストで選択してから [編集 ]をクリックします。

n 標準パラメータの場合、[パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

n インスタンスパラメータの場合、[インスタンスパラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。
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必要に応じてインスタンス値を追加したら、各インスタンス値の従属パラメータ値も指定します。

インスタンス値と従属パラメータ値を指定したら、[OK]をクリックします。

[次へ]をクリックすると [構成オプション]タブが開き、[完了 ]をクリックすると割り当てが保存されてウィ

ザードが終了します。

8. (オプション) [構成オプション]ステップでは、割り当てルールをすぐにアクティブにしない場合は [自動割

り当てルールのアクティブ化 ]チェックボックスを外します。

9. [完了 ]をクリックし、変更内容を保存してウィザードを終了します。割り当てルールが、自動割り当

てルールのリストに追加されます。

次のいずれかの条件を満たすと、OMiに送信するイベントがトリガされます。

l デプロイメント ジョブが失敗する。

l 自動割り当てが失敗する。

l 自動割り当てが成功する。この動作は、 [インフラストラクチャ設定 ]で指定できます。

自動割り当てルールによって割り当てが問題なく作成されたかどうかを確認するには、次の手順を実行

します。

l [割り当ておよび調整 ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

l [ビューの参照 ]ペインで、自動割り当てルールの作成時に指定したビューを選択します。

l ビューを展開し、割り当て項目のルート CI タイプを示すノードを選択します。右のペインの上に割り

当てが一覧表示されます。自動割り当てルールによって作成された割り当てには、 [割り当て実行

者 ]列に「自動割り当て」と表示されます。

割り当ては、次のオプションで調整できます。

l [自動割り当てルール]画面では、自動割り当てルールがトリガするすべての割り当てのパラメータ値

を調整できます。

l [割り当ておよび調整 ]画面では、各割り当ての再デプロイ、削除、有効化または無効化を実行で

きます。

Microsoft SQL Server管理テンプレートの割り当てレポートを表示する方法

1. レポートを作成する管理テンプレートを選択します。

2. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインの [割り当てレポートの生成 ]をクリックします。

事前設定されている割り当てレポートが表示されます。
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[割り当ておよび調整 ]ペインでは、他のタイプのレポートも表示できます。

注 : リストには、選択したビュー内にあるルート CITを持つ管理テンプレートのみが表示されます。ま

たは、アスペクトが自動割り当ての場合は、互換性のあるアスペクトのみが表示されます。

デフォルトでは、管理テンプレートまたはアスペクトの最新バージョンが選択されます。別のバージョン

を選択する場合は、[バージョン]列で選択してください。

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートは、環境内のMicrosoft SQL Serverクラスタの主

要監視領域を監視するのに使用します。Microsoft SQL Serverデータベースの可用性、状況、パフォー

マンスを監視するための基本 Microsoft SQL Serverアスペクトおよびインフラストラクチャアスペクトで構成

されます。

注 : インフラストラクチャアスペクトの使用とデプロイには、OMi Management Pack for Infrastructure
ソフトウェアのインストールが必要です。

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server 管理テンプレート ] > [基本 Microsoft SQL Server クラスタ管理テンプレー

ト ]をクリックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性情報の概要。

UI 要素 説明

名前 基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート。

説明 Microsoft SQL Serverフェイルオーバークラスタインスタンス環境の主要監視領

域について、可用性、ロック、トランザクション、領域など管理します。また、

CPU、メモリ、ディスクの重要インフラストラクチャ領域も管理します。
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UI 要素 説明

ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。

このインスタンスでは、管理テンプレートのバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートにおける新規追加または変更の内容を示すテ

キスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

UI 要素 説明

トポロジ ビュー MSSQL_Cluster_Deploymentは、基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理

テンプレートのトポロジビューです。

CI タイプ 基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートで管理できる構成アイテ

ムの種類。FailoverClusterは、管理テンプレートの割り当てが可能な CIのタ

イプを表します。

管理テンプレート -アスペクト

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートには、以下のアスペクトが含まれます。

l 「Microsoft SQL Server可用性」

l 「Microsoft SQL Serverベース」

l 「Microsoft SQL Serverデータアクセスメソッド」

l 「Microsoft SQL Server検出」

l 「Microsoft SQL Serverエラー」

l 「Microsoft SQL Server I/O使用率」

l 「Microsoft SQL Serverジョブ」

l 「Microsoft SQL Serverラッチ」

l 「Microsoft SQL Serverロック」

l 「Microsoft SQL Serverプロセスと統計情報」
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l 「Microsoft SQL Server領域」

l 「Microsoft SQL Serverトランザクション」

基本 Microsoft SQL Server管理テンプレートには、以下のインフラストラクチャアスペクトが含まれます。

クラスタインフラストラクチャ検出

クラスタインフラストラクチャ検出アスペクトは、クラスタ環境でのクラスタノードやリソースプールの可用性

など、高可用性コンポーネントを検出します。このアスペクトは、次のポリシーテンプレートで構成されま

す。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート 説明 ポリシータイプ

Computer Clus_
ClusterDiscovery

このポリシーテンプレートは、クラスタ環境

内のクラスタノードやリソースグループな

ど、高可用性インフラストラクチャコン

ポーネントを検出します。

サービス自動ディ

スカバリテンプ

レート

クラスタ強度とステータス

クラスタ強度とステータスアスペクトは、クラスタ環境で単一点障害 (SPOF)、クォーラム条件、ノード強

度を監視します。このアスペクトは、次のポリシーテンプレートで構成されます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

FailOver Cluster Clus_
ClusterDataCollector

このポリシーテンプレートは、クラ

スタ環境内のクラスタノードやリ

ソースグループなど、高可用性イ

ンフラストラクチャコンポーネントを

検出します。

スケジュールタス

クテンプレート

Clus_ClusterMonitor クラスタ環境で単一点障害

(SPOF)、クォーラム条件、ノード

強度を監視します。単一点障

害のアラートは、クラスタ内の1つ
のノードだけがアクティブで他の

ノードはすべて非アクティブという、

高可用性環境では危険を伴う

状況になったときに生成されま

す。非アクティブなノードの数がク

ラスタ内で定義されたノードの数

より大きい場合、クォーラム値が

満たされず、アラートが生成され

ます。

測定値しきい値

テンプレート

Clus_
ClusterNodeMonitor

クラスタ環境内のノードのステータ

スを監視します。クラスタ内のノー

ドで障害が検出されると、アラー

トが発行されます。

Clus_
ClusterResGroupMonitor

クラスタ内にあるリソースグループ

の状態と可用性を監視します。

クラスタ環境内のリソースグルー

プで障害が検出されると、アラー

トが発行されます。リソースグルー

プは再開されない限りサービスを

提供できません。

システム障害分析

システム障害分析のアスペクトは、クリティカルなエラー条件とその発生原因に関する説明を記録する

カーネルログファイル、ブート ログファイル、イベント ログファイルを監視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_LinuxKernelLog カーネルログファイル/var/log/を監

視し、カーネルサービスに障害が発生

した場合に警告を送信します。カーネ

ルログファイルで、<*>
kernel:<@.service>:<*.msg>
failed のパターンと一致するエラー条

件をチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

警戒域の警告が送信されます。

ログファイルエ

ントリテンプレー

ト

Computer Sys_LinuxBootLog このポリシーテンプレートはブート ログ

ファイル/var/log/boot.logを監視

し、システムブート エラーが発生した場

合に警告を送信します。以下の条件

をチェックします。

l サービスの開始失敗 -ブート ログ

ファイルで、<*>
<@.service>:<@.daemon>
startup failed のパターンと一

致するエラー条件をチェックします。

一致するものが見つかった場合、こ

の条件から重大度が警戒域の警

告が送信されます。

l サービスの失敗 -ログファイルで、

<*> <@.service>:<*.msg>
failed のパターンと一致するエ

ラー条件をチェックします。一致する

ものが見つかった場合、この条件か

ら重大度が危険域の警告が送信

されます。

Computer Sys_LinuxSecureLog セキュリティで保護されたログインが失

敗した場合、ユーザにアラートを送信

します。<*> sshd :Failed password
for <@.user> from <*.host> port
<#> ssh2と一致するエラー状態がな

いかチェックします。一致するものが見

つかった場合、この条件から重大度が

注意域の警告が送信されます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_AIXErrptLog errptログファイル

/var/opt/OV/tmp/sispi/errpt.log
を監視し、エラーログのエントリからエ

ラーレポートを作成します。errptログ

ファイルの列ごとに、<@.errcode>
<2#.mo><2#.dd><2#.hh><2#.mm><2#
.yy> <@> <@> <@.object>
<*.msgtext>と一致するエラー状態が

ないかチェックします。一致するものが

見つかった場合、この条件から重大度

が注意域の警告が送信されます。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 32 / 108ページ



CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsServer_
DNSWarnError

Microsoft DNSサーバサービスと関連

プロセスのログファイルを監視し、重大

度が注意域またはエラーのログエントリ

を転送します。このポリシーは、DNSロ

グファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l DNSサーバは、リソースレコード用

にメモリを割り当てることができませ

んでした。

l DNSサーバは、利用可能なメモリ

が不足していたためクライアント要

求を処理できませんでした。

l DNSサーバは、ゾーン転送スレッド

を作成できませんでした。

l DNSサーバにファイル書き込みエ

ラーが発生しました。

l DNSサーバは、リモート プロシー

ジャコール (RPC)サービスを初期

化できませんでした。

Windows イベ

ント ログテンプ

レート
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsServer_
DHCPWarnError

DHCPイベント ログを監視し、重大度

が注意域またはエラーのイベント ログ

エントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l IashlprがNPSサービスと通信でき

ません。

l スコープまたはスーパースコープの

BOOTPクライアントに使用できる

IPアドレスはありません。

l DHCPサーバが、クライアントの

NAPアクセス状態を判定するため

にNPSサーバにアクセスできませ

ん。

l スコープまたはスーパースコープの

リースに使用できる IPアドレスはあ

りません。

l DHCPサービスは監査ログの初期

化に失敗しました。

l ローカルコンピュータの

DHCP/BINLサービスは、開始権

限がないと判断しました。

l このワークグループサーバの

DHCP/BINLサービスは、 IPアドレ

スを持つ別のサーバを検出しまし

た。

l DHCPサービスはDHCPのレジス

トリ構成の復元に失敗しました。

l DHCPサービスはレジストリからグ

ローバルBOOTPファイル名を読み

取ることができませんでした。

l アクティブなインターフェイスがないた

め、DHCPサービスはクライアントに

サービスを提供していません。

l DHCPサーバにバインドされた静

的 IPアドレスがありません。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

l DHCPサーバサービスはサービスコ

ントローラへの登録に失敗しまし

た。

l DHCPサーバサービスはレジストリ

パラメータの初期化に失敗しまし

た。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
NFSWarnError

NFSイベント ログを監視し、重大度が

注意域またはエラーのイベント ログエ

ントリを転送します。このポリシーは、

次のエラーを検索します。

l ディスクの空き領域が少ないことを

検出し、NFSサーバは監査の記

録を停止しました。

l 監査ログが最大ファイルサイズに

達しました。

l NFS用サーバをRPCポート マッパ

に登録できませんでした。

l NFS用サーバはフェーズ2の初期

化中にNFS ドライバからエラーを

受信しました。

Computer Sys_
MSWindowsServer_
TerminalServiceWarnE
rror

ターミナルサービスのイベント ログで、

重大度が注意域またはエラーのエント

リを転送します。このポリシーは、次の

エラーを検索します。

l ターミナルサーバは現在接続を受

け入れないように構成されているた

め、接続要求が拒否されました。

l 認証が失敗したので自動接続は

失敗し、ユーザはセッションに再接

続できませんでした。

l ターミナルサービスの開始に失敗し

ました。

l ターミナルサーバは多数の不完全

な接続を受信しました。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsServer_
WindowsLogonWarnEr
ror

Windowsログオンと初期化のイベント

ログを監視し、重大度が注意域また

はエラーのエラーログエントリを転送し

ます。このポリシーは、Windowsログ

ファイルに記録された以下のエラーを

検索します。

l Windowsのライセンスが無効で

す。

l Windowsのライセンス認証の手続

きが失敗しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、デスクトップを切り替えることが

できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスは予

期せぬ原因により終了しました。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザアプリケーションを起動で

きませんでした。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、現在ログオンしているユーザの

プロセスを終了できませんでした。

l Windowsのログオンプロセスによっ

て、ユーザセッションを切断できませ

んでした。

リソースボトルネックの診断

リソースボトルネックの診断のアスペクトは、CPU、メモリ、ネットワークおよびディスクなどのシステムリソー

スの混雑やボトルネックとなっている状態を特定します。CPUのボトルネック監視は、グローバルCPU使

用率と負荷平均 (実行キューの長さ)に基づいて行われます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUBottleneckDiagnosis このポリシーテンプレート

は、CPU使用率のしきい

値超過、プロセッサの

キューの長さ、システム上

のCPU合計数、オペ

レーティングシステムなど

のCPUボトルネックを検

出します。キューで CPU
時間を待っているプロセス

数のしきい値とともに

CPU使用率のしきい値

違反があった場合は、ポ

リシーから警告が送信さ

れます。メッセージには、

CPU使用率が高い上位

10位までのプロセスの一

覧も表示されます。

サービス自動ディ

スカバリテンプ

レート

Sys_
MemoryBottleneckDiagnosis

このポリシーテンプレート

は、物理メモリの使用率

とボトルネックを監視しま

す。メモリがボトルネックと

なる状態は、メモリの使

用率が高く、使用可能な

メモリが極めて不足してい

る場合に発生します。メ

モリボトルネックが発生す

ると、システムの処理速

度が低下し、全体的な

パフォーマンスに影響を与

えます。メモリ消費量が高

いとページアウトが過剰に

発生し、ページ走査率や

スワップアウト バイト率、

ページの要求率が高くな

ります。最終的には、シス

テムの処理速度が低下

します。メッセージには、メ

モリ使用率が高い上位

10位までのプロセスの一

覧も表示されます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Sys_DiskPeakUtilMonitor このポリシーテンプレート

は、システムのディスク使

用率レベルを監視しま

す。使用率レベルが最大

かどうかをチェックします。

Sys_
NetworkInterfaceErrorDiagnosis

このポリシーテンプレート

はシステムのネットワーク

使用率を監視し、潜在

的なネットワークのボトル

ネックまたはエラーをチェッ

クします。

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレート

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートは、環境内のMicrosoft SQL Serverデータベースの主要

および詳細監視領域を監視するのに使用します。Microsoft SQL Serverデータベースの可用性、状

況、パフォーマンスを監視するためのMicrosoft SQL Serverアスペクトおよびインフラストラクチャアスペクト

で構成されます。

注 : インフラストラクチャアスペクトの使用とデプロイには、OMi Management Pack for Infrastructure
ソフトウェアのインストールが必要です。

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server 管理テンプレート ] > [詳細 Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]をク

リックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性情報の概要。
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UI 要素 説明

名前 詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレート

説明 Microsoft SQL Serverスタンドアロンデータベースインスタンス環境の主要および

詳細領域について、可用性、DB ミラーリング、バックアップ、ログ配布、レプリケー

ションなどを管理します。また、CPU、メモリ、およびディスクの下位インフラストラク

チャ領域も管理します。

ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。

このインスタンスでは、管理テンプレートのバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートにおける新規追加または変更の内容を示すテ

キスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

UI 要素 説明

トポロジ ビュー MSSQL_Database_Deploymentは、詳細 Microsoft SQL Server管理テンプ

レートのトポロジビューです。

CI タイプ 詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートで管理できるCIの種類。

管理テンプレート -アスペクト

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートには、以下のアスペクトが含まれます。

l 「Microsoft SQL Server可用性」

l 「Microsoft SQL Serverベース」

l 「Microsoft SQL Serverバックアップ」

l 「Microsoft SQL Serverデータアクセスメソッド」

l 「Microsoft SQL Serverデータベースミラーリング」

l 「Microsoft SQL Server検出」

l 「Microsoft SQL Serverエラー」

l 「Microsoft SQL Server I/O使用率」

l 「Microsoft SQL Serverジョブ」
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l 「Microsoft SQL Serverラッチ」

l 「Microsoft SQL Serverロック」

l 「Microsoft SQL Serverログ配布」

l 「Microsoft SQL Serverプロセスと統計情報」

l 「Microsoft SQL Serverレプリケーション」

l 「Microsoft SQL Serverレポート」

l 「Microsoft SQL Server領域」

l 「Microsoft SQL Serverトランザクション」

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートには、以下のインフラストラクチャアスペクトが含まれます。

空き領域とディスク IOPS

システムの I/Oオペレーションおよび領域使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
FileSystemUtilizationMonitor

ノード上のファイルシステムの

使用率を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
PerDiskAvgServiceTime-AT

ディスク I/Oサービス時間を監

視します。ディスク平均サービ

ス時間は、所定の時間内に

各ディスク要求の処理にディ

スクが費やした時間です。こ

のポリシーでは、ノードのHP
Performance Agentが必要

です。

Sys_PerDiskUtilization-AT ディスクのマルチインスタンス

ベースラインを決定します。

ディスク使用率は、システム

でディスクが要求処理中状

態だった時間の割合です。

帯域幅使用量とネットワーク IOPS

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
NetworkUsageAndPerformance

システムのネットワーク使

用率を監視し、エラー

レートと競合を表示しま

す。これにより、ネットワー

クに潜在的なボトルネック

があるかどうかを判断でき

ます。このポリシーテンプ

レートは、vMAマシンだけ

の物理 NICを監視しま

す。Windowsオペレーティ

ングシステムでは、

BYNETIF_COLLISION メ

トリックを使用できないの

で、パッケージ競合に関す

るパフォーマンスデータは

監視しません。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_PerNetifOutbyteBaseline-
AT

このポリシーは、所定の間

隔でのネットワークイイン

ターフェイスの送信バイト

率を監視します。管理対

象ノード上の各ネットワー

クインターフェイスで発信

バイト数を個別に監視し

ます。すべての間隔でネッ

トワークインターフェイスの

各インスタンスを個別に処

理します。

Sys_PerNetifInbyteBaseline-
AT

所定の間隔における個別

のネットワークインターフェ

イスの着信バイト レートを

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで着信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

CPUパフォーマンス

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUSpikeCheck このポリシーテンプレートは、プロ

セッサパフォーマンスのばらつきを

監視します。CPUスパイクとは、

CPU使用率が急増した直後に

低減する現象です。このポリシー

テンプレートは、ユーザモードとシ

ステムモードで消費したCPU
時間を監視します。また、CPU
がビジー状態のCPU時間の合

計も監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
GlobalCPUUtilization-AT

管理対象ノード上のCPUのパ

フォーマンスを監視し、すべての

CPUに対する使用率がしきい

値レベルを超えた場合にアラート

を送信します。

Sys_PerCPUUtilization-
AT

管理対象ノード上の各 CPUの

使用率を監視します。すべての

間隔で各 CPU インスタンスを個

別に処理します。

Sys_
RunQueueLengthMonitor-
AT

CPUの実行キューで待機中の

プロセス数を監視し、実行

キュー内のプロセス数がしきい値

レベルを超えた場合にアラートを

送信します。

メモリとスワップの使用量

システムのメモリパフォーマンスを監視します。メモリパフォーマンスの監視は、メモリ使用率 (割合 )、スワッ

プ領域使用率 (割合 )、使用可能な空きメモリ (MB)、使用可能な空きスワップ領域 (MB)に基づき行

われます。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 42 / 108ページ



CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsNonPagedPoolUtilization-
AT

非ページプールの

メモリを監視しま

す。非ページプー

ルは、使用中でな

い場合でもディスク

に書き込むことがで

きないオブジェクト

に対する物理シス

テムメモリの領域で

す。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
MSWindowsPagedPoolUtilization-AT

ページプールのメモ

リを監視します。

ページプールは、

使用中でない場

合にディスクに書き

込むことができるオ

ブジェクトに対する

物理システムメモリ

の領域です。

Sys_MemoryUsageAndPerformance このポリシーテンプ

レートはシステムの

メモリ使用率を監

視し、メモリにボト

ルネックがあるかどう

かを判断するため

のエラーレートと競

合を表示します。

Sys_MemoryUtilization-AT グローバルメモリ使

用率を監視しま

す。メモリ使用率

は、当該間隔にお

ける使用中の物理

メモリの割合です。

これには、カーネル

によって占有される

システムメモリ、バッ

ファキャッシュ、ユー

ザメモリが含まれま

す。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Sys_SwapCapacityMonitor このポリシーテンプ

レートは、システム

のスワップ領域使

用率を監視しま

す。

Sys_SwapUtilization-AT 管理対象ノードで

システムによって使

用されるグローバル

スワップ領域を監

視します。

リモート ディスク領域使用量

リモート ディスク領域の使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
LinixNFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

NFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
LinuxCIFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

システムインフラストラクチャ検出

管理対象ノードのシステムリソース、オペレーティングシステム、アプリケーションに関する情報を検出し、

収集します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_
INSTR_DIR

Operations Agentのxpl configネームス

ペースでのOPC_PERL_INCLUDE_INSTR_
DIRの設定に使用されます。

Infrastructure SPIのポリシーを使用する

場合は、この値を TRUEに設定しま

す。

ノード情報テンプ

レート

Sys_
SystemDiscovery

ポリシーテンプレートは、ハードウェアリ

ソース、オペレーティングシステムの属

性、アプリケーションなどのサービス情報

を管理対象ノードから収集します。

サービス自動ディ

スカバリテンプ

レート

詳細 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート

詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートは、環境内のMicrosoft SQL Serverフェイルオーバークラ

スタの主要および詳細監視領域を監視するのに使用します。Microsoft SQL Serverデータベースの可

用性、状況、パフォーマンスを監視するためのMicrosoft SQL Serverアスペクトおよびインフラストラクチャ

アスペクトで構成されます。

注 : インフラストラクチャアスペクトの使用とデプロイには、OMi Management Pack for Infrastructure
ソフトウェアのインストールが必要です。

詳細 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server 管理テンプレート ] > [詳細 Microsoft SQL Server クラスタ管理テンプレー

ト ]をクリックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性情報の概要。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 45 / 108ページ



UI 要素 説明

名前 詳細 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレート。

説明 Microsoft SQL Serverフェイルオーバークラスタインスタンス環境の主要

監視領域について、可用性、ロック、トランザクション、領域など管理し

ます。また、CPU、メモリ、ディスクの重要インフラストラクチャ領域も管理

します。

ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。

このインスタンスでは、管理テンプレートのバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートにおける新規追加または変更の内容

を示すテキスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

UI 要素 説明

トポロジ ビュー MSSQL_Cluster_Deploymentは、詳細 Microsoft SQL Serverクラスタ管理

テンプレートのトポロジビューです。

CI タイプ 詳細 Microsoft SQL Server Cluster管理テンプレートで管理できる構成アイ

テムの種類。

管理テンプレート -アスペクト

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートには、以下のアスペクトが含まれます。

「Microsoft SQL Server可用性」

「Microsoft SQL Serverベース」

「Microsoft SQL Serverバックアップ」

「Microsoft SQL Serverデータアクセスメソッド」

「Microsoft SQL Serverデータベースミラーリング」

「Microsoft SQL Server検出」

「Microsoft SQL Serverエラー」

「Microsoft SQL Server I/O使用率」

「Microsoft SQL Serverジョブ」

「Microsoft SQL Serverラッチ」
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「Microsoft SQL Serverロック」

「Microsoft SQL Serverログ配布」

「Microsoft SQL Serverプロセスと統計情報」

「Microsoft SQL Serverレプリケーション」

「Microsoft SQL Serverレポート」

「Microsoft SQL Server領域」

「Microsoft SQL Serverトランザクション」

基本 Microsoft SQL Serverクラスタ管理テンプレートには、以下のインフラストラクチャアスペクトが含ま

れます。

クラスタインフラストラクチャ検出

クラスタノードやリソースプールなどのHAクラスタコンポーネントを検出します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート 説明 ポリシータイプ

Computer Clus_
ClusterDiscovery

このポリシーテンプレートは、クラスタ環境

内のクラスタノードやリソースグループな

ど、高可用性インフラストラクチャコン

ポーネントを検出します。

サービス自動ディ

スカバリテンプ

レート

クラスタ強度とステータス

クラスタ強度とステータスアスペクトは、クラスタ環境で単一点障害 (SPOF)、クォーラム条件、ノード強

度を監視します。このアスペクトは、次のポリシーテンプレートで構成されます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

FailOver Cluster Clus_
ClusterDataCollector

このポリシーテンプレートは、クラ

スタ環境内のクラスタノードやリ

ソースグループなど、高可用性イ

ンフラストラクチャコンポーネントを

検出します。

スケジュールタス

クテンプレート

Clus_ClusterMonitor クラスタ環境で単一点障害

(SPOF)、クォーラム条件、ノード

強度を監視します。単一点障

害のアラートは、クラスタ内の1つ
のノードだけがアクティブで他の

ノードはすべて非アクティブという、

高可用性環境では危険を伴う

状況になったときに生成されま

す。非アクティブなノードの数がク

ラスタ内で定義されたノードの数

より大きい場合、クォーラム値が

満たされず、アラートが生成され

ます。

測定値しきい値

テンプレート

Clus_
ClusterNodeMonitor

クラスタ環境内のノードのステータ

スを監視します。クラスタ内のノー

ドで障害が検出されると、アラー

トが発行されます。

Clus_
ClusterResGroupMonitor

クラスタ内にあるリソースグループ

の状態と可用性を監視します。

クラスタ環境内のリソースグルー

プで障害が検出されると、アラー

トが発行されます。リソースグルー

プは再開されない限りサービスを

提供できません。

リモート ディスク領域使用率

リモート ディスク領域の使用率を監視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
LinixNFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

NFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
LinuxCIFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

帯域幅使用量とネットワーク IOPS

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
NetworkUsageAndPerformance

システムのネットワーク使

用率を監視し、エラー

レートと競合を表示しま

す。これにより、ネットワー

クに潜在的なボトルネック

があるかどうかを判断でき

ます。このポリシーテンプ

レートは、vMAマシンだけ

の物理 NICを監視しま

す。Windowsオペレーティ

ングシステムでは、

BYNETIF_COLLISION メ

トリックを使用できないの

で、パッケージ競合に関す

るパフォーマンスデータは

監視しません。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_PerNetifOutbyteBaseline-
AT

このポリシーは、所定の間

隔でのネットワークイイン

ターフェイスの送信バイト

率を監視します。管理対

象ノード上の各ネットワー

クインターフェイスで発信

バイト数を個別に監視し

ます。すべての間隔でネッ

トワークインターフェイスの

各インスタンスを個別に処

理します。

Sys_PerNetifInbyteBaseline-
AT

所定の間隔における個別

のネットワークインターフェ

イスの着信バイト レートを

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで着信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。

CPUパフォーマンス

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUSpikeCheck このポリシーテンプレートは、プロ

セッサパフォーマンスのばらつきを

監視します。CPUスパイクとは、

CPU使用率が急増した直後に

低減する現象です。このポリシー

テンプレートは、ユーザモードとシ

ステムモードで消費したCPU
時間を監視します。また、CPU
がビジー状態のCPU時間の合

計も監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
GlobalCPUUtilization-AT

管理対象ノード上のCPUのパ

フォーマンスを監視し、すべての

CPUに対する使用率がしきい

値レベルを超えた場合にアラート

を送信します。

Sys_PerCPUUtilization-
AT

管理対象ノード上の各 CPUの

使用率を監視します。すべての

間隔で各 CPU インスタンスを個

別に処理します。

Sys_
RunQueueLengthMonitor-
AT

CPUの実行キューで待機中の

プロセス数を監視し、実行

キュー内のプロセス数がしきい値

レベルを超えた場合にアラートを

送信します。

メモリおよびスワップ使用率

システムのメモリパフォーマンスを監視します。メモリパフォーマンスの監視は、メモリ使用率 (割合 )、スワッ

プ領域使用率 (割合 )、使用可能な空きメモリ (MB)、使用可能な空きスワップ領域 (MB)に基づき行

われます。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 51 / 108ページ



CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsNonPagedPoolUtilization-
AT

非ページプールの

メモリを監視しま

す。非ページプー

ルは、使用中でな

い場合でもディスク

に書き込むことがで

きないオブジェクト

に対する物理シス

テムメモリの領域で

す。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
MSWindowsPagedPoolUtilization-AT

ページプールのメモ

リを監視します。

ページプールは、

使用中でない場

合にディスクに書き

込むことができるオ

ブジェクトに対する

物理システムメモリ

の領域です。

Sys_MemoryUsageAndPerformance このポリシーテンプ

レートはシステムの

メモリ使用率を監

視し、メモリにボト

ルネックがあるかどう

かを判断するため

のエラーレートと競

合を表示します。

Sys_MemoryUtilization-AT グローバルメモリ使

用率を監視しま

す。メモリ使用率

は、当該間隔にお

ける使用中の物理

メモリの割合です。

これには、カーネル

によって占有される

システムメモリ、バッ

ファキャッシュ、ユー

ザメモリが含まれま

す。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Sys_SwapCapacityMonitor このポリシーテンプ

レートは、システム

のスワップ領域使

用率を監視しま

す。

Sys_SwapUtilization-AT 管理対象ノードで

システムによって使

用されるグローバル

スワップ領域を監

視します。

空き領域とディスク IOPS

システムの I/Oオペレーションおよび領域使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
FileSystemUtilizationMonitor

ノード上のファイルシステムの

使用率を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
PerDiskAvgServiceTime-AT

ディスク I/Oサービス時間を監

視します。ディスク平均サービ

ス時間は、所定の時間内に

各ディスク要求の処理にディ

スクが費やした時間です。こ

のポリシーでは、ノードのHP
Performance Agentが必要

です。

Sys_PerDiskUtilization-AT ディスクのマルチインスタンス

ベースラインを決定します。

ディスク使用率は、システム

でディスクが要求処理中状

態だった時間の割合です。

ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレート

ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレートは、エージェントありとなしの両面による監視を行って

いる環境でMicrosoft SQL Serverデータベースの監視に使用できます。エージェント ベースのMicrosoft
SQL Serverアスペクト、エージェント ベースのインフラストラクチャアスペクト、エージェントレスのMicrosoft
SQL Serverアスペクトで構成されます。

注 : インフラストラクチャアスペクトの使用とデプロイには、OMi Management Pack for Infrastructure
ソフトウェアのインストールが必要です。
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ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレートにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server 管理テンプレート ] > [ハイブリッド Microsoft SQL Server 管理テンプレー

ト ]をクリックします。

ユーザインターフェイスの参照情報

管理テンプレート -一般

管理テンプレートの属性情報の概要。

UI 要素 説明

名前 ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレート。

説明 エージェントを使用してMicrosoft SQL Serverスタンドアロンデータベースインスタ

ンス環境の主要および詳細領域について、可用性、DB ミラーリング、バックアッ

プ、ログ配布、レプリケーションなどを管理します。また、CPU、メモリ、およびディス

クの下位インフラストラクチャ領域も管理します。これには、Microsoft SQL Server
スタンドアロンデータベースインスタンス環境で可用性を監視するためのエージェン

トレスのMicrosoft SQL Serverアスペクトも含まれます。

ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン ID このバージョンの管理テンプレートの一意の ID。

バージョン 管理テンプレートの現在のバージョン。

このインスタンスでは、管理テンプレートのバージョンは 1.0。

変更ログ このバージョンの管理テンプレートにおける新規追加または変更の内容を示すテ

キスト。

管理テンプレート -トポロジビュー

UI 要素 説明

トポロジ ビュー MSSQL_Database_Deploymentは、ハイブリッド Microsoft SQL Server管理

テンプレートのトポロジビューです。
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UI 要素 説明

CI タイプ Microsoft SQL Server管理テンプレートで管理できる構成アイテムの種類。

管理テンプレート -アスペクト

ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレートには、以下のアスペクトが含まれます。

l 「Microsoft SQL Server可用性」

l 「Microsoft SQL Server可用性 (エージェントレス)」

l 「Microsoft SQL Serverベース」

l 「Microsoft SQL Serverバックアップ」

l 「Microsoft SQL Serverデータアクセスメソッド」

l 「Microsoft SQL Serverデータベースミラーリング」

l 「Microsoft SQL Server検出」

l 「Microsoft SQL Serverエラー」

l 「Microsoft SQL Server I/O使用率」

l 「Microsoft SQL Serverジョブ」

l 「Microsoft SQL Serverラッチ」

l 「Microsoft SQL Serverロック」

l 「Microsoft SQL Serverログ配布」

l 「Microsoft SQL Serverプロセスと統計情報」

l 「Microsoft SQL Serverレプリケーション」

l 「Microsoft SQL Serverレポート」

l 「Microsoft SQL Server応答時間 (エージェントレス)」

l 「Microsoft SQL Server領域」

l 「Microsoft SQL Serverトランザクション」

ハイブリッド Microsoft SQL Server管理テンプレートには、以下のインフラストラクチャアスペクトが含まれ

ます。

リモート ディスク領域使用量

リモート ディスク領域の使用率を監視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
LinixNFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

NFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
LinuxCIFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

空き領域とディスク IOPS

システムの I/Oオペレーションおよび領域使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
FileSystemUtilizationMonitor

ノード上のファイルシステムの

使用率を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
PerDiskAvgServiceTime-AT

ディスク I/Oサービス時間を監

視します。ディスク平均サービ

ス時間は、所定の時間内に

各ディスク要求の処理にディ

スクが費やした時間です。こ

のポリシーでは、ノードのHP
Performance Agentが必要

です。

Sys_PerDiskUtilization-AT ディスクのマルチインスタンス

ベースラインを決定します。

ディスク使用率は、システム

でディスクが要求処理中状

態だった時間の割合です。

メモリとスワップの使用量

システムのメモリパフォーマンスを監視します。メモリパフォーマンスの監視は、メモリ使用率 (割合 )、スワッ

プ領域使用率 (割合 )、使用可能な空きメモリ (MB)、使用可能な空きスワップ領域 (MB)に基づき行

われます。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
MSWindowsNonPagedPoolUtilization-
AT

非ページプールの

メモリを監視しま

す。非ページプー

ルは、使用中でな

い場合でもディスク

に書き込むことがで

きないオブジェクト

に対する物理シス

テムメモリの領域で

す。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
MSWindowsPagedPoolUtilization-AT

ページプールのメモ

リを監視します。

ページプールは、

使用中でない場

合にディスクに書き

込むことができるオ

ブジェクトに対する

物理システムメモリ

の領域です。

Sys_MemoryUsageAndPerformance このポリシーテンプ

レートはシステムの

メモリ使用率を監

視し、メモリにボト

ルネックがあるかどう

かを判断するため

のエラーレートと競

合を表示します。

Sys_MemoryUtilization-AT グローバルメモリ使

用率を監視しま

す。メモリ使用率

は、当該間隔にお

ける使用中の物理

メモリの割合です。

これには、カーネル

によって占有される

システムメモリ、バッ

ファキャッシュ、ユー

ザメモリが含まれま

す。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Sys_SwapCapacityMonitor このポリシーテンプ

レートは、システム

のスワップ領域使

用率を監視しま

す。

Sys_SwapUtilization-AT 管理対象ノードで

システムによって使

用されるグローバル

スワップ領域を監

視します。

CPUパフォーマンス

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_CPUSpikeCheck このポリシーテンプレートは、プロ

セッサパフォーマンスのばらつきを

監視します。CPUスパイクとは、

CPU使用率が急増した直後に

低減する現象です。このポリシー

テンプレートは、ユーザモードとシ

ステムモードで消費したCPU
時間を監視します。また、CPU
がビジー状態のCPU時間の合

計も監視します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
GlobalCPUUtilization-AT

管理対象ノード上のCPUのパ

フォーマンスを監視し、すべての

CPUに対する使用率がしきい

値レベルを超えた場合にアラート

を送信します。

Sys_PerCPUUtilization-
AT

管理対象ノード上の各 CPUの

使用率を監視します。すべての

間隔で各 CPU インスタンスを個

別に処理します。

Sys_
RunQueueLengthMonitor-
AT

CPUの実行キューで待機中の

プロセス数を監視し、実行

キュー内のプロセス数がしきい値

レベルを超えた場合にアラートを

送信します。
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帯域幅使用量とネットワーク IOPS

ネットワークの I/Oオペレーションおよびシステムのパフォーマンスを監視します。使用中の帯域幅、送信

キューの長さ、平均転送バイト数 /秒に基づき、ネットワークの I/Oオペレーションおよびパフォーマンスを監

視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
NetworkUsageAndPerformance

システムのネットワーク使

用率を監視し、エラー

レートと競合を表示しま

す。これにより、ネットワー

クに潜在的なボトルネック

があるかどうかを判断でき

ます。このポリシーテンプ

レートは、vMAマシンだけ

の物理 NICを監視しま

す。Windowsオペレーティ

ングシステムでは、

BYNETIF_COLLISION メ

トリックを使用できないの

で、パッケージ競合に関す

るパフォーマンスデータは

監視しません。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_PerNetifOutbyteBaseline-
AT

このポリシーは、所定の間

隔でのネットワークイイン

ターフェイスの送信バイト

率を監視します。管理対

象ノード上の各ネットワー

クインターフェイスで発信

バイト数を個別に監視し

ます。すべての間隔でネッ

トワークインターフェイスの

各インスタンスを個別に処

理します。

Sys_PerNetifInbyteBaseline-
AT

所定の間隔における個別

のネットワークインターフェ

イスの着信バイト レートを

監視します。管理対象

ノード上の各ネットワーク

インターフェイスで着信バ

イト数を個別に監視しま

す。すべての間隔でネット

ワークインターフェイスの各

インスタンスを個別に処理

します。
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リモート ディスク領域使用率

リモート ディスク領域の使用率を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート 説明 ポリシータイプ

Computer Sys_
LinixNFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

NFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

測定値しきい値

テンプレート

Sys_
LinuxCIFSUtilizationMonitor

このポリシーテンプレートは、

Linuxプラットフォーム上の

CIFS リモート ファイルシステム

の領域使用率レベルを監視

します。

システムインフラストラクチャ検出

管理対象ノードのシステムリソース、オペレーティングシステム、アプリケーションに関する情報を検出し、

収集します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

Computer OPC_PERL_
INCLUDE_
INSTR_DIR

Operations Agentのxpl configネームス

ペースでのOPC_PERL_INCLUDE_INSTR_
DIRの設定に使用されます。

Infrastructure SPIのポリシーを使用する

場合は、この値を TRUEに設定しま

す。

ノード情報テンプ

レート

Sys_
SystemDiscovery

ポリシーテンプレートは、ハードウェアリ

ソース、オペレーティングシステムの属

性、アプリケーションなどのサービス情報

を管理対象ノードから収集します。

サービス自動ディ

スカバリテンプ

レート

Microsoft SQL Serverのアスペクト
Microsoft SQL Serverのアスペクトは、Microsoft SQL Serverの構成要素やユニットを監視するのに使用

できます。Microsoft SQL Serverのアスペクトは、Microsoft SQL Serverの状況とパフォーマンスを監視す

るためのポリシーテンプレート、インストルメンテーション、パラメータで構成されます。

Microsoft SQL Serverにアクセスする方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。
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BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server のアスペクト ]をクリックします。

タスク

Microsoft SQL Serverアスペクトを作成する方法

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] >
[Microsoft SQL Server のアスペクト ]をクリックします。

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインで、 をクリックしてから、 [アスペクト ]をクリックします。

[アスペクトの作成 ]ウィザードが開きます。

4. [一般 ]タブで、新しいアスペクトの一意の [名前 ]を入力します。

[次へ]をクリックします。

5. 各アスペクトで、1つ以上の構成アイテムの1つの機能または特性を管理できます。 [CI タイプ]ペー

ジで、このアスペクトの割り当てが可能な [利用可能な CI タイプ]を 1つ以上選択し、 をクリック

して割り当て対象 CI タイプの一覧に追加します。(複数のCI タイプを選択するには、[Ctrl]を押し

ます)

[次へ]をクリックします。

6. [インストルメンテーション]タブで をクリックして、インストルメンテーションをアスペクトに追加します。

[インストルメンテーションの追加 ]ダイアログボックスが開き、追加するインストルメンテーションを選択

できます。[次へ]をクリックします。

7. (オプション) [アスペクト ]タブで をクリックし、 [既存アスペクトの追加 ]をクリックします。 [既存アス

ペクトの追加 ]ダイアログボックスが開き、このアスペクト内にネストする既存アスペクトを選択できま

す。アスペクトをクリックし、[OK]をクリックします。[次へ]をクリックします。

8. 適切なアスペクトが存在しない場合は、 をクリックしてから [新規アスペクトの追加 ]をクリック

し、ここからアスペクトを作成します。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 61 / 108ページ



9. [ポリシーテンプレート ]タブで、 [ポリシーテンプレートの追加 ](BSM)または[ポリシーテンプレートを

リストから追加 ](OMi)をクリックします。 [ポリシーテンプレートをアスペクトに追加 ]または [ポリシーテ

ンプレートをリストから追加 ]ダイアログボックスが開きます。追加するポリシーテンプレートを選択し、

[OK]をクリックします。(複数のポリシーテンプレートを選択するには、[CTRL]を押します。)

10. 適切なポリシーテンプレートが存在しない場合は、 をクリックしてから [新規ポリシーテンプレー

トの追加 ]をクリックし、ポリシーテンプレートを作成します。

11. [ポリシーテンプレート ]ページで、追加するポリシーテンプレートの [バージョン]を選択します。

ポリシーテンプレートへの各変更は、別のバージョンとしてデータベースに保存されます。アスペク

トには、ポリシーテンプレートの指定バージョンが含まれます。新しいバージョンのポリシーテンプ

レートが後で使用可能になる場合は、最新バージョンを含めてアスペクトを更新する必要があ

ります。

12. (オプション) [ポリシーテンプレート ]ページで、デプロイ条件を追加するポリシーテンプレートをクリックし

ます。続いて、 をクリックし、 [デプロイ条件の編集 ]をクリックします。 [デプロイ条件の編集 ]ダイ

アログボックスが開き、選択したポリシーテンプレートのデプロイ条件を指定できます。条件を設定

し、[OK]をクリックします。

[ポリシーテンプレート ]ページで、[次へ]をクリックします。

13. [パラメータ]ページで、このアスペクトに追加したポリシーテンプレートにあるすべてのパラメータの一覧

を参照できます。

パラメータを結合するには、以下の操作を行います。

a. [CTRL]を押して、結合するパラメータをクリックします。

b. をクリックします。 . [パラメータの編集 /結合 ]ダイアログボックスが開きます。

c. 結合パラメータの [名前 ]を入力します。

d. オプション: [説明 ]および [標準設定値 ]を指定します。また、結合パラメータが [読み取り専

用 ]、[エキスパート設定 ]、[非表示 ]のいずれかも指定します。

[読み取り専用 ]にすることで、構成アイテムにアスペクトを割り当てる際にパラメータ値が変

更されないようにできます。 [非表示 ]にしても変更を防げますが、パラメータも見えなくなり

ます。ユーザは割り当て時に、エキスパート設定を表示するかどうかを選択できます。

e. 特定のデフォルト値を設定できるほか、[CI 属性から]をクリックして CI属性を参照することもで

きます。CI属性を指定する場合、Operations ManagementはこのCI属性の実際の値を使用

して、ポリシーテンプレートのデプロイ時に自動的にパラメータ値を設定します。ここで、条件パ
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ラメータ値を設定することもできます。

f. [OK]をクリックします。

また、複数のパラメータを結合せずに編集し、ポリシーテンプレートのデフォルト値を上書きすることも

できます。パラメータを 1つクリックし、 をクリックします。 . [パラメータの編集 /結合 ]ダイアログボック

スが開きます。

14. [アスペクトの作成 ]ウィザードで [完了 ]をクリックし、アスペクトを保存してからウィザードを閉じます。

新しいアスペクトが、 [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインに表示されます。

Microsoft SQL Serverのアスペクト

Microsoft SQL Serverのアスペクトは、Microsoft SQL Serverデータベースの状況とパフォーマンスを監視

するためのポリシーテンプレート、インストルメンテーション、パラメータで構成されます。各 Microsoft SQL
Serverアスペクトは、Microsoft SQL Serverデータベースの個々のユニットを監視するのに使用できます。

ユーザインターフェイスの参照情報

一般 Microsoft SQLServerのアスペクトの一般的な属性情報の概要。

CI タイプ アスペクトの割り当てが可能な CIのタイプ。これは、管理テンプレートの割り当

てが可能な CIのタイプを表します。

インストルメンテーショ

ン

検出、収集、データログのバイナリを含むシングルパッケージを提供します。

アスペクト Microsoft SQLServerのアスペクトに含まれるすべてのアスペクトの概要を提供

します。リストの各項目を展開すると、ネストされたアスペクトの詳細を参照で

きます。Microsoft SQLServerベースアスペクトは、他のすべてのアスペクトの一

部となっています。

ポリシーテンプレート Microsoft SQLServerアスペクトに含まれるポリシーテンプレートの概要を提供

します。リストの各項目を展開して、ポリシーテンプレートの詳細を参照できま

す。

OMi MP for Microsoft SQL Serverは、以下のMicrosoft SQL Serverのアスペクトで構成されます。

Microsoft SQL Server可用性

このアスペクトは、Microsoft SQL Serverのデータベース接続ステータスやサービスを監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3028

suspectのマークが付けられているデー

タベース数を監視します。

測定値しきい値テ

ンプレート

MSSQLServer_
3030

サーバ接続の可否を監視します。

MSSQLServer_
3057

SQL Serverサービスを監視します。

MSSQLServer_
3058

SQL Agentサービスを監視します。

MSSQLServer_
3230

データベース接続の可否を監視しま

す。

MSSQLServer_
3243

Microsoft SQL Serverの可用性を監

視し、稼働時間情報を報告します。

ConfigFileテンプ

レート

Microsoft SQL Serverバックアップ

このアスペクトは、データベースとトランザクションログのバックアップを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3233

データベースが最後にバックアップされてか

ら経過した時間を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

SQLServer MSSQLServer_
3234

データベースのトランザクションログが最後

にバックアップされてから経過した時間を

監視します。

Microsoft SQL Serverベース

これは、Microsoft SQL Serverデータベースを監視するためのベースアスペクトです。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
Configuration

このポリシーはユーザ構成を更新

するのに使用します。

ConfigFileテンプレート

MSSQLServer_
High

高頻度のメトリックでMSSQL
DBSPI コレクタを 15分ごとに実行

します。

スケジュールタスクテン

プレート

MSSQLServer_
Logger

MSSQLServerロガーのデータ

フィードを 5分ごとに監視します。

MSSQLServer_
Low

MSSQLDBSPI コレクタを Lowス

ケジュールで実行します。

MSSQLServer_
Medium

MSSQLDBSPI コレクタをMedium
スケジュールで実行します。

MSSQLServer_
VeryHigh

MSSQLDBSPI コレクタをVery
Highスケジュールで実行します。

MSSQLServer_
Messages

MSSQLServerメッセージインター

セプタのポリシーを実行します。

オープンメッセージイン

ターフェイステンプレート

Microsoft SQL Serverデータアクセスメソッド

このアスペクトは、データベース内のデータ量、インデックス、および空き領域を監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3051

フルスキャン率を監視します。 測定値しきい値テンプ

レート

MSSQLServer_
3052

インデックス検索率を監視しま

す。

MSSQLServer_
3053

ページ割り当て率を監視します。

MSSQLServer_
3054

エクステント割り当て率を監視し

ます。

MSSQLServer_
3055

ページ分割率を監視します。

MSSQLServer_
3056

テーブルロックエスカレーション率

を監視します。

Microsoft SQL Serverデータベースミラーリング

このアスペクトは、データベースミラーリングセッションのデータフローを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3084

Microsoft SQL Serverインスタンスのミ

ラーリングステータスを監視します。

測定値しきい値テ

ンプレート

MSSQLServer_
3085

プリンシパルの未送信ログを監視しま

す。

MSSQLServer_
3086

ミラー上の復元されていないログを監

視します。

MSSQLServer_
3087

プリンシパルのログ生成量を監視しま

す。

MSSQLServer_
3088

プリンシパルの現在の送信レートを監

視します。
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Microsoft SQL Server検出

このアスペクトは、Microsoft SQL Serverのスタンドアロンインスタンスおよびフェイルオーバークラスタインス

タンス、データベース、サービスなどを検出します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer

Computer

MSSQLServer_
Discovery

MSSQLServer_Discoveryポリ

シーを実行します。

サービス自動ディスカバ

リテンプレート

MSSQLServer_
DeepDiscovery

MSSQLServer_DeepDiscovery
を 1日 1回実行します。

スケジュールタスクテン

プレート

Microsoft SQL Serverエラー

このアスペクトは、読み取り/書き込みエラー、パケット エラー、ログファイルなどのMicrosoft SQL Server
利用状況を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQL_3023 最後のプローブ以降に発生した SQL
Serverの読み取り/書き込みエラー数

を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

MSSQL_3024 パケットの読み取り中または書き込み

中のパケット エラー数を監視します。

MSSQLServer_
EventLog_Errors

重要度がエラーのアプリケーションログ

エントリを転送します。

Windows イベント

ログテンプレート

MSSQLServer_
EventLog_
Warnings

重要度が注意域のアプリケーションロ

グエントリを転送します。

MSSQLServer_
AlertLog

MSSQLServerログファイルを監視しま

す。

ログファイルエント

リテンプレート

Microsoft SQL Server I/O使用率

このアスペクトは、読み取りおよび書き込み未完了率などの I/O統計情報を監視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_3007 オペレーティングシステムに対

して発行され、完了していな

い読み取り要求数を監視し

ます。

測定値しきい値テ

ンプレート

MSSQLServer_3008 オペレーティングシステムに対

して発行され、完了していな

い書き込み要求数を監視し

ます。

MSSQLServer_3227 プロセス IDが使用した物理

I/Oの割合を監視します。

MSSQLServer_3244 各表領域に対する最後の収

集以降、ディスクに対して行

われた物理的な読み書きの

回数を監視します。

ConfigFileテンプ

レート

Microsoft SQL Serverジョブ

このアスペクトは、SQLServer Agentを使用して SQLServerのインスタンス上で実行中のジョブを監視し

ます。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3277

失敗したジョブおよびキャンセルされた

ジョブをレポートします。

測定値しきい値テン

プレート

Microsoft SQL Serverラッチ

このアスペクトは、ラッチを監視し、パフォーマンスのボトルネックの識別につながるユーザの動作とリソース

使用状況を特定します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3068

ラッチ待機率を監視します。 測定値しきい値テンプ

レート

MSSQLServer_
3069

平均ラッチ待機時間を監視しま

す。

MSSQLServer_
3076

現在の平均ラッチ待機時間を

監視します。
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Microsoft SQL Serverロック

このアスペクトは、同時実行のトランザクションによってアクセスされるSQLServerのロックリソースを監視

します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQL_3013 使用中のロックの割合を監視しま

す。

測定値しきい値テン

プレート

MSSQL_3070 ロックタイムアウト率を監視します。

MSSQL_3071 デッドロック率を監視します。

MSSQL_3072 ロック待機率を監視します。

MSSQL_3073 平均ロック待機時間を監視します。

MSSQL_3075 使用中のロックメモリの割合を監視

します。

MSSQL_3270 オブジェクト タイプごとのロックタイムア

ウト率を監視します。

MSSQL_3271 オブジェクト タイプごとのデッドロック率

を監視します。

MSSQL_3272 オブジェクト タイプごとのロック待機率

を監視します。

MSSQL_3273 オブジェクト タイプごとのロック待機時

間を監視します。

Microsoft SQL Serverログ配布

このアスペクトは、プライマリデータベースからトランザクションログをバックアップした後に、セカンダリデータ

ベースにコピーして復元する処理を監視します。
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CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_3291 ログ配布構成のプライマリイン

スタンスでのバックアップジョブを

監視します。

測定値しきい値テン

プレート

MSSQLServer_3292 ログ配布構成のセカンダリイン

スタンスでのコピーバックアップ

ジョブを監視します。

MSSQLServer_3293 ログ配布構成のセカンダリイン

スタンスでの復元ジョブを監視

します。

Microsoft SQL Serverプロセスと統計情報

このアスペクトは、CPU使用率、LRU統計情報、SQL統計情報、実行可能な接続、ブロックされたプ

ロセスなどのMicrosoft SQL Serverデータベースのプロセスと統計情報を監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3001

キャッシュ内でデータページが見つかった

回数を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

MSSQLServer_
3011

現在接続しているユーザの数を監視しま

す。

MSSQLServer_
3014

ブロックされているプロセスの数を監視し

ます。

MSSQLServer_
3017

使用されているコマンド キューの長さの割

合を監視します。

MSSQLServer_
3025

SQL Serverで使用されたCPU時間の

割合を監視します。

MSSQLServer_
3026

アクティブな接続の全接続に対する割合

(スリープ状態の接続に対して)を監視し

ます。

MSSQLServer_
3032

実行可能な接続の割合を監視します。

MSSQLServer_
3074

バッチ要求率を監視します。
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Microsoft SQL Serverレプリケーション

このアスペクトは、データベース間でデータおよびデータベースオブジェクトをコピーして配布した後に、デー

タベース間で同期を行う処理を監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_3081 レプリケーションエージェン

トのステータスを監視しま

す。

測定値しきい値テンプ

レート

MSSQLServer_3082 レプリケーションの待機時

間を監視します。

MSSQLServer_3083 配信の待機時間を監視

します。

MSSQLServer_3403 経過時間 (分単位 )を監

視します。

MSSQLServer_3404 1秒あたりの競合の数を

監視します。

MSSQLServer_3411 経過時間 (分単位 )を監

視します。

Microsoft SQL Serverレポート

このアスペクトは、SQLServerの失敗したレポートを監視します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3080

失敗したレポートの数を監視しま

す。

測定値しきい値テンプ

レート

MSSQLServer_
3280

失敗したレポートの数を監視しま

す (ドリルダウン)。

Microsoft SQL Server領域

このアスペクトは、仮想デバイス領域、データベース領域、ファイルグループ空き領域などのSQLServer
領域使用率を監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3215

特定の仮想デバイスで使用されている

領域の割合を監視します。

測定値しきい値

テンプレート

MSSQLServer_
3216

各データベースに使用されているトランザ

クションログ領域の割合を監視します。

MSSQLServer_
3218

使用されているデータベース領域の割合

を監視します。

MSSQLServer_
3240

空きデータベースサイズと割り当て済み

データベースサイズ (MB)を監視します。

ConfigFileテンプ

レート

MSSQLServer_
3241

空きテーブルサイズと割り当て済みテーブ

ルサイズ (MB)を監視します。

MSSQLServer_
3242

割り当てられる仮想デバイスのサイズ

(MB)を監視します。

MSSQLServer_
3278

ファイルグループおよびデータベースあたり

の使用されている領域の割合を監視し

ます。

測定値しきい値

テンプレート

MSSQLServer_
3279

データベースのファイルグループあたりの空

き領域を監視します。

Microsoft SQL Server トランザクション

このアスペクトは、Microsoft SQL Serverのトランザクション率、ログの圧縮、ログの拡張を監視します。
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CI タイプ

ポリシーテンプ

レート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
3009

サーバのトランザクション率を監視しま

す。

測定値しきい値テン

プレート

MSSQLServer_
3035

長時間実行されているトランザクション

を監視します。

MSSQLServer_
3064

サーバ全体のアクティブなトランザクショ

ン数を監視します。

MSSQLServer_
3066

サーバのトランザクションログ拡張回数

を監視します。

MSSQLServer_
3067

サーバのトランザクションログの圧縮回

数を監視します。

MSSQLServer_
3209

データベースのトランザクション率を監

視します。

MSSQLServer_
3264

各データベースのアクティブなトランザク

ション数を監視します。

MSSQLServer_
3266

データベースあたりのトランザクションロ

グの拡張回数を監視します。

MSSQLServer_
3267

データベースあたりのトランザクションロ

グの圧縮回数を監視します。

Microsoft SQL Serverユーザ定義アスペクト

このアスペクトは、Microsoft SQL Serverのスタンドアロンインスタンスおよびフェイルオーバークラスタインス

タンス、データベース、サービスを検出します。

CI タイプ

ポリシーテンプレー

ト ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
37XX

ユーザ定義メトリック (UDM)監視

用メトリック 37XX。
測定値しきい値テンプ

レート

MSSQLServer_
UDM

ユーザ定義メトリックの作成のため

のサンプル。

ConfigFileテンプレート
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Microsoft SQL Server可用性 (エージェントレス)

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_Availability このポリシーは、

Microsoft SQL Server
の接続ステータスをリ

モートから監視しま

す。

SiteScopeテンプ

レート

Microsoft SQL Server応答時間 (エージェントレス)

このアスペクトは、Microsoft SQL Serverの応答時間をリモートから監視します。

CI タイプ ポリシーテンプレート ポリシーの説明 ポリシータイプ

SQLServer MSSQLServer_
ReponseTime

Microsoft SQL Serverの応

答時間をリモートから監視

します。

SiteScopeテンプレー

ト

パラメータ
パラメータは、Microsoft SQL Server管理テンプレート、Microsoft SQL Serverのアスペクト、ポリシーテン

プレートに不可欠なコンポーネントとなる変数です。各パラメータは 1つの変数に対応します。パラメータ

には、Microsoft SQL Serverデータベースの各種コンポーネントを監視するために使用するデフォルト値が

含まれます。また、監視要件に合うように変数の値を変更することもできます。

パラメータのタイプ

パラメータは、以下のとおりグループ化されます。

l インスタンスパラメータ: これらのパラメータは、Microsoft SQL Server CIの監視に不可欠です。たとえ

ば、 [Microsoft SQL Serverインスタンス名 ]はインスタンスパラメータです。

l 必須パラメータ -これらのパラメータには、ポリシーテンプレートに必要な情報が含まれます。たとえ

ば、 [Microsoft SQL Serverインスタンス名 ]は必須パラメータです。

l 従属パラメータ -必須パラメータのサブセットとなるパラメータがいくつかあります。このようなパラメータを

従属パラメータと呼びます。たとえば、 [Microsoft SQL Serverユーザ名 ]は [Microsoft SQL Serverイ
ンスタンス名 ]の従属パラメータです。

l エキスパート パラメータ -これらのパラメータは、領域専門家 (SME)や管理者が使用できます。
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Microsoft SQL Serverのパラメータ

OMi MP for Microsoft SQL Serverには以下のパラメータが含まれています。

パラメータ パラメータ タイプ 説明 デフォルト値

MSSQLServerイ
ンスタンス名

必須 監視する必要のあるMicrosoft SQL
Serverインスタンス名です。

CI名

MSSQLServerイ
ンスタンスユーザ

名

従属 データの収集に必要な権限を持つ

Microsoft SQL Serverのユーザ名です。

MSSQLServerイ
ンスタンスパス

ワード

従属 Microsoft SQL Serverユーザ名に対する

パスワードです。

フィルタ エキスパート 監視対象コンポーネントをフィルタリングし

ます。たとえば、 [Microsoft SQL Serverセ
グメント フィルタ]パラメータで監視するセ

グメントをフィルタリングできます。

MSSQLServerイ
ンスタンス収集

エキスパート Microsoft SQL Serverインスタンスの収

集をオンまたはオフにします。

オン

MSSQLServerイ
ンスタンストレース

エキスパート ノードでトレースを取得して

%ovdatadir%/dbspi/log/traceにト

レースするかどうかを切り替えられます。

オフ

Highスケジューラ

の頻度

エキスパート 短い間隔で実行されるスケジューラの頻

度 (分 )。
15

Lowスケジューラ

の頻度

エキスパート 長い間隔で実行されるスケジューラの頻

度 (時間 )。
24

Mediumスケ

ジューラの頻度

エキスパート 中程度の間隔で実行されるスケジューラ

の頻度 (時間 )。
1

Very Highスケ

ジューラの頻度

エキスパート 極めて短い間隔で実行されるスケジュー

ラの頻度 (分 )。
5

頻度 必須 ポリシーテンプレートによる監視の頻度。

MSSQLServerデータベース可用性を監

視する頻度など。
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パラメータ パラメータ タイプ 説明 デフォルト値

しきい値 必須 ポリシーテンプレートのしきい値。使用可

能なデータベースノードを監視するしきい

値など。

重大度 必須 ポリシーテンプレートの重大度レベル。ク

リティカルなデータベースのノード カウント

を監視する重要度など。

パラメータの調整

CIにデプロイ済みのMicrosoft SQL Server管理テンプレートのパラメータは編集が可能です。パラメータ

を編集するには、以下の手順を実行します。

1. 次の手順で [割り当ておよび調整 ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [割り当ておよび調整 ]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで、パラメータを調整するCIを含む [MSSQL_Database_Deployment]ビューを

選択します。または、[検索 ]タブを使用して CIを検索できます。

3. Microsoft SQL Server CIのリストで、CIをクリックします。 [割り当て]ペインに、選択したMicrosoft
SQL Server CIに対する既存の割り当ての詳細が表示されます。

4. パラメータを調整する割り当てをクリックします。 [割り当て詳細 ]ペインに、現在のパラメータ値が表

示されます。

5. [割り当て詳細 ]ペインで、パラメータを変更します。

a. (オプション)デフォルトでは、リストには必須パラメータのみ表示されます。すべてのパラメータを参

照するには、 をクリックします。

b. リストでパラメータを選択して、 をクリックします。

o 標準パラメータの場合、 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

o インスタンスパラメータの場合、 [インスタンスパラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。

必要に応じてインスタンス値を変更したら、各インスタンス値の従属パラメータ値も変更しま

す。インスタンス値と従属パラメータ値を変更したら、[OK]をクリックします。

6. [割り当ての詳細 ]ペインで、[変更を保存 ]をクリックします。Operations Managementによって、新し

いパラメータ値が関連するHP Operations Agentにデプロイされます。
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構成アイテム (CI)と構成アイテムタイプ (CIT)
構成アイテム (CI)は、 ITサービスを配信するために管理する必要のあるコンポーネントです。たとえば、 IT
サービス、ハードウェア、ソフトウェアなどはCIです。

構成アイテムタイプ (CIT)では、CIのタイプと属性を記述します。環境内で検出されたMicrosoft SQL
Server CIは、対応するCITにグループ分けされます。OMi MP for Microsoft SQL Serverは、以下の

CITで構成されています。

l MSSQLDatabase

l SQLServer

l FailoverCluster

ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー
ビューでは、関心のある領域に関連するMicrosoft SQL Server CITから成る、CIモデル全体のサブセッ

トを作成し、表示することができます。

RTSMビューにアクセスする方法

1. [モデリングスタジオ]ペインを開きます。

BSMでは、次をクリックします。[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [モデリングスタジオ]

OMiでは、次をクリックします。[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [モデリングスタジオ]

2. ビューで [リソースタイプ]をクリックします。

3. リストから [Operations Management] > [Databases]をクリックします。

OMi MP for Microsoft SQL Serverでは、デフォルトで次のビューが提供されています。

l MSSQL_Deployment: このビューは、SQLServer、File System、Computerの各 CI タイプを表示し

ます。次の図は上記のCI タイプの関係を示します。
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l MSSQL_Network_Deployment: このビューは、SQLServer、File System、Node、 Interfaceの各

CI タイプを表示します。次の図は上記のCI タイプの関係を示します。

n MSSQL_Cluster_Deployment: このビューはクラスタのデプロイを表示し、FailoverCluster CITを

示します。
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n MSSQL_Database_Deployment:このビューはデータベースのデプロイを表示し、SQLServer CIT
を示します。
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状況インジケータ
状況インジケータは、Microsoft SQL Server CIで発生するイベントを分析し、Microsoft SQL Server CI
の状況をレポートします。OMi MP for Microsoft SQL Serverでは、Microsoft SQL Server関連イベントを

監視するインジケータとして、次の状況インジケータ (HI)が提供されています。

状況インジケータにアクセスする方法

1. [インジケータ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [インジケータ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [サービス状況 ] > [CI ステータスの計算 ] > [状況インジケータとイベント タイプ

インジケータ]をクリックします。

2. [CI タイプ]ペインで、次のとおり選択します。

n SQLServerの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] > [RunningSoftware] >
[Database] > [SQL Server]をクリックします。

n MSSQLDatabaseの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] > [Application
Resource] > [Database Resource] > [Database Schema] > [MSSQL Database]をクリックし

ます。
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CI タイプ HI 説明 値

MSSQLDatabase MSSQL
Database
Transaction Log
Usage Level

MSSQLデータベースで使用されているト

ランザクションログ領域の割合の影響を

受けるSQLServerインスタンスの可用

性を示します。

正常域
高

MSSQL
Database Space
Usage Level

MSSQLデータベースで使用されているト

ランザクションログ領域の割合の影響を

受けるSQLServerインスタンス内のデー

タベースの可用性を示します。

正常域
高

MSSQLServer
Filegroup Space
Usage Level

SQL Serverインスタンスのデータベースの

可用性をデータベースのファイルグループ

あたりの使用領域の割合として示しま

す。

破損

失敗

アップ

MSSQL
Database Status

SQL ServerインスタンスでのMSSQL
データベースの可用性を示します。

ダウン

アップ

MSSQL
Database
Mirroring Status

SQL Serverデータベースのミラーリング状

態を示します。

正常域

注意域

MSSQL
Database
Transaction Rate

MSSQLデータベースのトランザクション率

を示します。

高

正常域
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CI タイプ HI 説明 値

SQLServer MSSQLServer
CPU Usage by
SQL

実行あたりのCPU時間が長いSQLス
テートメントを示します。

高

正常域

Cache
Performance

キャッシュヒット率を示します。 低

正常域

Database
Deadlock Rate

データベース内のデッドロック率に基づい

て SQLServerインスタンスのパフォーマン

スを示します。

高

正常域

Database
Mirroring Status

SQL Serverのミラーリング状態を示しま

す。

正常域

注意域

Database
FileGroup Space
Usage Level

SQL Serverインスタンスのデータベースの

可用性をデータベースのファイルグループ

あたりの使用領域の割合およびデータ

ベースのファイルグループあたりの使用可

能な領域の割合として示します。

高

中

正常域

Database Latch
Wait Rate

ラッチ待機数に基づいて SQLServerイ
ンスタンスのパフォーマンスを示します。

高

正常域

Database Lock
Timeout Rate

データベース内のデッドロック率に基づい

て SQLServerインスタンスのパフォーマン

スを示します。

高

正常域

Database
Mirroring
Transaction
Delay

終了していないコミット確認待ちによる

遅延を示します。

高

正常域

Database Reads
Outstanding

ホストのオペレーティングシステムに対する

未完了の読み取り要求数に対する

SQLServerインスタンスのパフォーマンス

を示します。

高

正常域

Database Status SQL Serverインスタンスでのデータベース

の可用性を示します。

ダウン

アップ

Database Space
Usage Level

SQL Serverインスタンスのデータベースの

可用性を使用されているデータベース領

域の割合として示します。

高

正常域
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CI タイプ HI 説明 値

Inactive
Database
Connections

SQL Serverインスタンス内のスリープ状

態の接続に対するアクティブな接続数を

示します。

高

正常域

DatabaseWrites
Outstanding

ホストのオペレーティングシステムに対する

未完了の書き込み要求数に対する

SQLServerインスタンスのパフォーマンス

を示します。

高

正常域

Lock Memory
Used Pct

使用されているロックメモリの割合を示し

ます。

高

正常域

Lock Wait Rate すべてのオブジェクト タイプの組み合わせ

(エクステント、キー、ページ、テーブル、

RID、データベース)について、すぐにロック

要求を達成できず、ロックが許可される

前に呼び出し元が待機する必要のある

ロック要求の1秒あたりの数を示します。

また、1秒あたりのデッドロックとなったロッ

ク要求数を示します。

高

正常域

Locks in Use
Percentage

SQL Serverに設定されているロックの合

計数に対する現在保持されているロック

の合計数の割合を示します。

高

正常域

Merge Conflicts SQL Serverインスタンスでのパブリッシャ

またはサブスクライバのアップロードまたは

ダウンロード中の1秒あたりの競合回数

を示します。

高
正常域
中

MSSQLServer
Query
Performance

実行あたりの経過時間が長いSQLス
テートメントを示します。

低

正常域

MSSQLServer
SQLQuery
Tuning

クエリチューニングの少ないMSSQL
Server SQL文を示します。

正常域

低

MSSQLServer
Replication
Status

データベースサーバレプリケーションス

テータスを示します。

破損

失敗

アップ

MSSQLServer
Status

MSSQLサーバの可用性を示します。 ダウン

アップ
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CI タイプ HI 説明 値

Database
Mirroring Status

SQL Serverデータベースのミラーリング状

態を示します。

正常域

注意域

Database
Transaction Rate

データベースサーバ全体のトランザクショ

ン率を示します。

高

正常域

SQLServer
Databases Data
File Size

自動拡張を含むデータベース内のすべて

のデータファイルの合計サイズを示しま

す。

高

正常域

MSSQLServer
Transaction Rate

データベースに対して開始された 1秒あ

たりのトランザクション数を示します。

高

正常域

SQLServer
Service Status

特定のSQLServerインスタンスに対応

するSQLServerサービスの可用性を示

します。

ダウン

アップ

Transaction Log
Usage Level

使用されているトランザクションログ領域

の割合の影響を受けるSQLServerイン

スタンスの可用性を示します。

高

正常域

Users
Connected
Percentage

SQL Serverに設定されているユーザ接

続の合計数に対する現在のユーザ接続

数の割合を示します。

高

中

正常域

SQLServer
Active Cursor

Microsoft SQL Serverのアクティブカーソ

ルを示します。

高

正常域

SQLServer
Cursor Memory
Usage

カーソルによって消費されるメモリ量を示

します。

高

正常域

SQLServer
Database Active
Transactions

データベースのアクティブなトランザクション

数を示します。

高

正常域

SQLServer
Databases Data
File Size

自動拡張を含むデータベース内のすべて

のデータファイルの合計サイズを示しま

す。

高

正常域

SQLServer
Databases
Transaction Rate

データベースに対して開始された 1秒あ

たりのトランザクション数を示します。

高

正常域
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CI タイプ HI 説明 値

SQLServer
Service Status

特定のSQLServerインスタンスに対応

するSQLServerサービスの可用性を示

します。

ダウン

アップ

Runnable
Workers Ratio

SQL Serverの実行中のワーカと潜在的

に実行可能なワーカとの間の比率を示

します。

正常域

全容量
高

Virtual Device
Space Usage
Level

仮想デバイスで使用されている領域の

割合を示します。

高

中

正常域

イベント タイプインジケータ
イベント タイプインジケータ (ETI)とは、繰り返しのタイプに基づいてイベントを分類したものです。OMi
Management Pack for Microsoft SQL Serverでは、Microsoft SQL Server関連イベントを監視するイン

ジケータとして、次のベント タイプインジケータ (ETI)が提供されています。

イベント タイプインジケータにアクセスする方法

1. [インジケータ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [インジケータ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [サービス状況 ] > [CI ステータスの計算 ] > [状況インジケータとイベント タイプ

インジケータ]をクリックします。

2. [CI タイプ]ペインで、次のとおり選択します。

n SQLServerの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] > [RunningSoftware] >
[Database] > [SQL Server]をクリックします。

n MSSQLDatabaseの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] > [Application
Resource] > [Database Resource] > [Database Schema] > [MSSQL Database]をクリックし

ます。

CI タイプ ETI 説明 値

SQLServer Database
Mirroring Status

SQL Serverのミラーリング状態を示しま

す。

正常域

SQLServer Inactive
Database
Connections

SQL Serverインスタンス内のアクティブな

接続とスリープ状態の接続の合計数を

示します。

正常域
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CI タイプ ETI 説明 値

SQLServer Merge Conflicts SQL Serverインスタンスでのパブリッシャま

たはサブスクライバのアップロードとダウン

ロードの間の1秒あたりの競合回数を示

します。

正常域

Database MSSQLServer
Query Tuning

クエリチューニングが低いSQLステートメ

ントを示します。

正常域

SQLServer SQL Server Disk
Read/Write
Errors

SQL Serverのディスク読み取り/書き込み

エラーを示します。

正常域

注 : HP Operations Manager (HPOM)のCITは、OMi MP for Microsoft SQL Serverを使用して、

OMiのランタイムサービスモデル (RTSM)にマッピングされます。

ポリシー設定 ETIおよびHI
以下の表に、ETI とHIを示します。また、ETIおよびHIを設定するOMi MP for Microsoft SQL Server
ポリシーテンプレートを示します。

ETI/HI ポリシー名 ポリシーの説明

Cache
Performance

MicrosoftSQLServer_
3001

キャッシュ内でデータページが見つかった回数の割

合。

MSSQLServer
CPU Usage by
SQL

MicrosoftSQLServer_
3025

Microsoft SQL Serverで使用されたCPU時間の割

合。

MSSQLDatabase
Mirroring Status

MicrosoftSQLServer_
3084

サーバインスタンスのミラーリング状態。

MicrosoftSQLServer_
3085

プリンシパルの未送信ログ。

MicrosoftSQLServer_
3086

ミラー上の復元されていないログ。

MSSQLDatabase
Space Usage Level

MicrosoftSQLServer_
3218

使用されているデータベース領域の割合。

MSSQLDatabase
Status

MicrosoftSQLServer_
3230

suspectのマークが付けられているデータベース数。
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ETI/HI ポリシー名 ポリシーの説明

MSSQLServer
Status

MicrosoftSQLServer_
3030

データベース接続の可否。

SQLServer Disk
ReadWrite Errors

MicrosoftSQLServer_
3023

最後のプローブ以降に発生したMicrosoft SQL
Serverの読み取り/書き込みエラー数。

MicrosoftSQLServer_
3024

パケットの読み取り中または書き込み中のパケット エ

ラー数です。

Locks in Use
Percentage

MicrosoftSQLServer_
3013

Microsoft SQL Serverに設定されているロックの合計

数に対する現在保持されているロックの合計数の割

合。

Lock Memory Used
Percentage

MicrosoftSQLServer_
3075

使用中のロックメモリの割合。

Database Lock
Timeout Rate

MicrosoftSQLServer_
3070

ロックタイムアウト率。

Lock Wait Rate MicrosoftSQLServer_
3072

ロック待機率。

MSSQLServer
Replication Status

MicrosoftSQLServer_
3081

レプリケーションエージェントのステータス。

SQLServer Service
Status

MicrosoftSQLServer_
3057

SQL Serverサービスの状態をチェックします。

MicrosoftSQLServer_
3058

SQL Agentサービスの状態をチェックします。

MSSQLServer
SQLQuery
Performance

MicrosoftSQLServer_
3035

長時間実行されているトランザクションをチェックしま

す。
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ETI/HI ポリシー名 ポリシーの説明

MSSQLQuery
Tuning

MicrosoftSQLServer_
3051

フルスキャン率をチェックします。

MicrosoftSQLServer_
3052

インデックス検索率をチェックします。

MicrosoftSQLServer_
3053

ページ割り当て率。

MicrosoftSQLServer_
3054

エクステント割り当て率をチェックします。

MicrosoftSQLServer_
3055

ページ分割率をチェックします。

Users Connected
Percentage

MicrosoftSQLServer_
3011

現在接続しているユーザの割合。

Virtual Device
Space Used

MicrosoftSQLServer_
3215

特定の仮想デバイスで使用されている領域の割

合。

トポロジベースのイベント相関処理 (TBEC)ルール
OMi MP for Microsoft SQL Serverでは、Microsoft SQL Server関連イベントに次の相関ルールを適用

できます。

相関ルールのしくみの詳細は、『Operations Manager iコンセプト・ガイド』を参照してください。

TBECルールにアクセスする方法

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [イベント相関 ] > [トポロジ ベースのイベント相関 ]をクリック

します。

OMiでは、[管理 ] > [イベント処理 ] > [相関 ] > [トポロジ ベースのイベント相関 ]をクリックします。

データベース::ファイルシステム:SQLServer 領域使用レベルHI > ディスク使用レベル

説明 : Microsoft SQL Serverによる仮想デバイス領域の高使用率をファイルシステムの限界に近い

ディスク使用レベルに関連付けます。

原因

CIT: SQL server ETI: Database Space Usage
Level

値 :高

現象

CIT: File System ETI:Disk Usage Level 値 :限界に近い
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データベース::ファイルシステム:SQLServer トランザクション ログ使用レベルHI >> ディスク使用レベル

説明 : Microsoft SQL Serverによる仮想デバイス領域の高使用率をファイルシステムの限界に近い

ディスク使用レベルに関連付けます。

原因

CIT: SQL server ETI:Transaction Log Usage
Level

値 :高

現象

CIT: File System ETI:Disk Usage Level 値 :限界に近い

データベース::ファイルシステム:SQLServer 仮想デバイス領域使用レベル >> ディスク使用レベル

説明 : Microsoft SQL Serverによる仮想デバイス領域の高使用率をファイルシステムの限界に近い

ディスク使用レベルに関連付けます。

原因

CIT: SQL server ETI:Virtual Device Space
Usage Level

値 :高

現象

CIT: File System ETI:Disk Usage Level 値 :限界に近い

データベース::ファイルシステム:SQLServer ファイルグループ領域使用レベルHI >> ディスク使用レベル

説明 : Microsoft SQL Serverによる仮想デバイス領域の高使用率をファイルシステムの限界に近い

ディスク使用レベルに関連付けます。

原因

CIT: SQL server ETI:Database FileGroup Space
Usage Level

値 :高

現象

CIT: File System ETI:Disk Usage Level 値 :限界に近い

データベース::インターフェイス: インターフェイス通信ステータス >> SQLServer データベースパケット エ

ラー

説明 : ノードのインターフェイス通信ステータスをMicrosoft SQL Serverデータベースパケット エラーに関

連付けます。

原因 1
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説明 : ノードのインターフェイス通信ステータスをMicrosoft SQL Serverデータベースパケット エラーに関

連付けます。

CIT: Interface ETI:Interface Communication
Status

値 :利用不可

原因 2

CIT: Interface ETI:Interface Discard Rate 値 :高

原因 3

CIT: Interface ETI:Interface Error Rate 値 :高

現象

CIT: SQL Server ETI: SQL Server Disk ReadWrite
Errors

値 :高

Operations Orchestrationフロー
HP Operations Orchestration (HP OO)のOOフローを利用すると、 ITプロセスの自動化やランブックの自

動化を行うことができます。詳細については、HP Operations Orchestrationのマニュアルを参照してくださ

い。この項では、OMi MP for Microsoft SQL ServerでのOOフローの使用について説明します。

OOフローのマッピングを作成する際に、以下の表に記載された属性のデフォルト値を設定できます。OO
フローを実行するたびに、これらの値を指定する必要はありません。

OOフローをアップロードする方法

OMi MP for Microsoft SQL ServerからOOフローをアップロードするには、以下の手順を実行します。

1. BSMで次のディレクトリに移動します。

<HPBSM ルート ディレクトリ>/conf/opr/oo

2. 必要な OO JAR ファイルを、HP OOStudio (07.51.02バージョン以降 )がインストールされているシス

テムの一時ディレクトリにコピーします。

ファイル名は、次のいずれかです。

HPOprOO<content_name>.jar

HP OOStudioバージョン 09.00の場合 :

Microsoft SQL Server用のHPOprOOMss90.jar

次のコマンドを実行して、OOフローをインストールおよびアップロードします。
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java -jar -Xmx1024m "<一時>/HPOprOO<コンテンツ名>" -centralPassword <central のパ

スワード>

例 :

java -jar -Xmx1024m "<temp>/HPOprOOMss90" -centralPassword <centralpassword>

注 : HP OOの管理者ユーザがデフォルト ユーザではない場合、さらに別のパラメータが必要に

なります。コンテンツのインストールおよび使用可能なオプションの詳細については、『HP OO
Software Development Kit Guide』を参照してください。

HP OOStudioでは、アップロードしたOOフローは次の場所に表示されます。

../Library/Operations Management/..

3. OMiからOOフローとCIのマッピングを行い、OOフローの入力変数をCI属性にマッピングします。

BSMでは、[管理 ] > [統合 ] > [Operations Orchestration]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [操作コンソール] > [ラン ブックマッピング]をクリックします。

属性 説明

omServerPort HPOMツールWSのポート番号。

omServerUser HPOMツールWSで使用するHPOMサーバのユーザ名。

omServerPassword HPOMツールWSで使用するHPOMサーバのパスワード。

この項では、Microsoft SQL ServerのOOフローを示します。

SQLServer状況チェック

このフローはMicrosoft SQL Serverの状況をチェックする場合に使用します。このフローでは、Microsoft
SQL Serverの [現在接続しているユーザの割合 ]の値が指定されたしきい値を超えているかどうかを

チェックします。

注 : このフローは、HPOM Smart Plug-in for Microsoft SQL Serverで監視されているMicrosoft SQL
Serverのみで実行できます。

このフローはCIT sqlserverにマッピングする必要があります。

次の表に、このOOフローの実行時にユーザが入力する項目をまとめます。
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フロー入力 説明

omNode ノードのFQDN。HPOMサーバで使用する管理対象ノードを指定します。

OOフローを実行するたびに指定する必要があります。

sqlServerName Microsoft SQL Serverの名前。

SqlConnectionPCT_
Threshold

Microsoft SQL Serverの [現在接続しているユーザの割合 ]のしきい値。こ

れはオプションの属性であり、デフォルト値は 98です。

timeout ノードでリモート コマンドを実行するときのタイムアウト値。これはオプションの

属性であり、デフォルト値は 100000です。

omServer HPOMサーバのFQDN。この入力は、イベント属性であるOriginating
Serverにマッピングできます。

SQLServerパフォーマンスチェック

このフローはMicrosoft SQL Serverのパフォーマンスをチェックする場合に使用します。

このフローは次の項目をチェックします。

l Microsoft SQL ServerのCPU使用率が指定されたしきい値を上回っているかどうか。

l Microsoft SQL Serverのキャッシュヒット率が指定されたしきい値を下回っているかどうか。

l Microsoft SQL Serverのロック待機率が指定されたしきい値を上回っているかどうか。

l Microsoft SQL Serverの書き込み未完了率が指定されたしきい値を上回っているかどうか。

l Microsoft SQL Serverの読み取り未完了率が指定されたしきい値を上回っているかどうか。

注 : このフローは、HPOM Smart Plug-in for Microsoft SQL Serverで監視されているMicrosoft SQL
Serverのみで実行できます。

このフローはCIT sqlserverにマッピングする必要があります。

次の表に、このOOフローの実行時にユーザが入力する項目をまとめます。

フロー入力 説明

omNode ノードのFQDN。HPOMサーバで使用する管理対象ノードを指定しま

す。OOフローを実行するたびに指定する必要があります。

ServerWriteOutstanding_
Threshold

Microsoft SQL Serverの書き込み未完了率のしきい値。この属性は

オプションです。

ServerReadOutstanding_
Threshold

Microsoft SQL Serverの読み取り未完了率のしきい値。この属性は

オプションです。
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フロー入力 説明

ServerCPU_PCT_
Threshold

Microsoft SQL Serverで使用されたCPU 時間の割合のしきい値。こ

の属性はオプションです。

ServerCacheHitPCT_
Threshold

Microsoft SQL Serverのキャッシュヒット率のしきい値 (最小 )。この属

性はオプションです。

ServerLockWaitRate_
Threshold

Microsoft SQL Serverのロック待機率のしきい値。この属性はオプショ

ンです。

timeout ノードでリモート コマンドを実行するときのタイムアウト値。これはオプショ

ンの属性であり、デフォルト値は 100000です。

sqlServerName Microsoft SQL Serverの名前。

omServer HPOMサーバのFQDN。この入力は、イベント属性である

Originating Serverにマッピングできます。

ツール
OMi MP for Microsoft SQL Serverには、SQLServer CITおよびデータベース運用ツールカテゴリにマッピ

ングされた以下のツールが含まれています。以下のツールで構成されています。

ツールにアクセスする方法

1. [ツール]ペインを開きます。

BSMでは、 [管理 ] > [オペレーション管理 ] > [操作コンソール] > [ツール]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [操作コンソール] > [ツール]をクリックします。

2. [CI タイプ]ペインで、次のとおり選択します。

n SQLServer CIの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] >
[RunningSoftware] > [Database] > [SQL Server]をクリックします。

n Computer CIの場合、[ConfigurationItem] > [InfrastructureElement] > [Node] >
[Computer]をクリックします。

CI タイプ ツール 説明

SQLServer ドメインログインを使用して

Microsoft SQL Serverを作成

監視目的でMicrosoft SQL Serverに接続

するため、ドメインログインを使用した

Microsoft SQL Serverユーザの作成を許可

します。
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CI タイプ ツール 説明

Microsoft SQL Server認証を使

用してMicrosoft SQL Serverを
作成

監視目的でMicrosoft SQL Serverに接続

するため、Microsoft SQL Server認証を使

用したMicrosoft SQL Serverユーザの作成

を許可します。

Microsoft SQL ServerWindows
認証を使用してMicrosoft SQL
Serverを作成

監視目的でMicrosoft SQL Serverに接続

するため、Microsoft SQL ServerWindows
認証を使用したMicrosoft SQL Serverユー

ザの作成を許可します。

Microsoft SQL Server接続チェッ

ク

OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたべてのMicrosoft SQL
Serverの接続をチェックします。

アクティブな接続 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のアクティブな接続の全接続に対する割合

を (スリープ状態の接続に対して)チェックしま

す。

データベースステータス SPI for Microsoft SQL Serverを使用して監

視されているMicrosoft SQL Serverのデータ

ベースステータスをチェックします。

ファイルグループ使用領域 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のデータベースのファイルグループあたりの使

用領域をチェックします。

ロック待機率 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のロック待機率をチェックします。

Microsoft SQL Server接続チェッ

ク。SPI for Microsoft SQL Server
またはOMi MP for Microsoft SQL
Serverに対して構成されたすべて

のMicrosoft SQL Serverの接続

をチェックします。

SPI for Microsoft SQL ServerまたはOMi
MP for Microsoft SQL Serverに対して構成

および監視されたすべてのMicrosoft SQL
Serverの接続をチェックします。
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CI タイプ ツール 説明

Microsoft SQL Serverドキュメント Webブラウザを起動してMicrosoft SQL
Server製品マニュアルWebサイトに接続し

ます。

ミラーリングステータス SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のミラーリングステータスをチェックします。

ネットワーク統計情報 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して監

視されたMicrosoft SQL Serverのネットワー

ク統計情報をチェックします。

ブロックされるプロセス OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のブロックされるプロセスをチェックします。

レプリケーションエージェントのス

テータス

OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成および監視されたMicrosoft SQL Server
のレプリケーションエージェントのステータスを

チェックします。

レプリケーションの待機時間 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverのレプリケー

ションの待機時間のステータスをチェックしま

す。

サーバ統計 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverの統計情報

を表示します。

サーバステータス OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverのステータス

を表示します。

トランザクションログの使用領域 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverの各データ

ベースで使用されるトランザクションログの使

用領域の割合をチェックします。
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CI タイプ ツール 説明

アクティブなトランザクション Microsoft SQL Serverのアクティブなトランザ

クションをチェックします。

接続しているユーザ OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverに現在接続

しているユーザをチェックします。

仮想デバイス使用領域 OMi MP for Microsoft SQL Serverまたは

SPI for Microsoft SQL Serverを使用して構

成されたMicrosoft SQL Serverの特定の仮

想デバイスの領域使用率をチェックします。

Computer Microsoft SQL Serverのアクティブ

なジョブ

Microsoft SQL Serverのアクティブなすべての

ジョブを表示します。

Microsoft SQL Serverのすべての

ジョブ

Microsoft SQL Serverのすべてのジョブ (アク

ティブ、待機状態、完了済み)を表示しま

す。

Microsoft SQL Server MP監視の

無効化

OMi MP for Microsoft SQL Serverの収集と

警告通知を無効にします。

Microsoft SQL Server MP トレー

スの無効化

OMi MP for Microsoft SQL Serverのトレース

機能をオフにします。

Microsoft SQL Server MPエラー

ファイルの無効化

OMi MP for Microsoft SQL Serverエラーファ

イルの内容を表示します。

Microsoft SQL Server MP監視の

有効化

OMi MP for Microsoft SQL Serverの収集と

警告通知を有効にします。

Microsoft SQL Server MP トレー

スの有効化

OMi MP for Microsoft SQL Serverのトレース

機能をオンにします。

Microsoft SQL Serverのインスタン

スのリスト

インストールされたMicrosoft SQL Serverイ
ンスタンスのリスト。

Microsoft SQL ServerのNTサー

ビス

実行中のNTサービスを表示します。

Microsoft SQL Server MPデプロ

イの確認

OMi MP for Microsoft SQL Serverのデプロイ

されたファイル、バージョン、ポリシー数、デフォ

ルト ファイルを表示し、接続チェックを実施し

ます。

Microsoft SQL Server MPでのセ

ルフヒーリングコレクタを実行

トラブルシューティングに関する問題で HPサ

ポートに送信されるエラー情報やログ情報を

収集します。
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第4章 : OMi MP for Microsoft SQL Serverのカスタマイ

ズ
OMi MP for Microsoft SQL Serverは、監視要件に合うようにカスタマイズできます。既存のMicrosoft
SQL Server管理テンプレートを編集するか、新しいMicrosoft SQL Server管理テンプレートを作成し

て、あらゆるデータベース環境を監視できます。

デプロイ前のMicrosoft SQL Server管理テンプレートのカス

タマイズ
OMi MP for Microsoft SQL Serverをカスタマイズして、環境内のMicrosoft SQL Serverデータベースを最

適かつシームレスに監視できます。OMi MP for Microsoft SQL Serverでは、以下のカスタマイズシナリオ

が利用できます。

l Microsoft SQL Server管理テンプレートの作成

l Microsoft SQL Server管理テンプレートの編集

l ユーザ定義メトリック

Microsoft SQL Server管理テンプレートの作成

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server]

3. Microsoft SQL Server構成フォルダを選択します。新しい構成フォルダを作成する必要がある場合

は、 をクリックします。 [構成フォルダの作成 ]が開きます。

4. 新しい構成フォルダの名前と説明を入力します。たとえば、新しい構成フォルダの名前を Test と入
力します。

5. [OK]をクリックします。新しい構成フォルダが作成されます。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Test]
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6. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインで、新しい構成フォルダを選択します。続いて、 をクリッ

クし、 [管理テンプレート ]をクリックします。 [管理テンプレートの作成 ]ウィザードが開きます。

7. [一般 ]ページで、新しいMicrosoft SQL Server管理テンプレートの [名前 ]を入力します。

[次へ]をクリックします。

8. Microsoft SQL Server管理テンプレートでは、Microsoft SQL Serverの構成アイテムおよび関連す

るすべての従属 CIを管理できます。トポロジビューとして、リストから [MSSQL_Deployment]を選

択します。MSSQL_DeploymentにMicrosoft SQL Server CI と関連するすべてのCI タイプが表示さ

れます。

9. トポロジマップのアイテムをクリックし、この管理テンプレートで管理できる構成アイテムの [CI タイプ]
を選択します。これは、管理テンプレートの割り当てが可能な CIのタイプを表します。たとえば、

[Microsoft SQL Server]を選択してMicrosoft SQL Serverデータベースを監視できます。

[次へ]をクリックします。

10. [アスペクト ]ページで をクリックします。続いて、 [既存アスペクトの追加 ]をクリックし、既存のアス

ペクトを新しいMicrosoft SQL Server管理テンプレートに追加します。 [既存アスペクトの追加 ]ダイ

アログボックスが開きます。追加するアスペクトを選択し、[OK]をクリックします。

適切なアスペクトが存在しない場合は をクリックします。続いて、 [新規アスペクトの追加 ]をク

リックしてここからアスペクトを作成します。

11. アスペクトを追加する場合は、それぞれにターゲット CIを 1つ以上指定する必要があります。

リストのアスペクトをクリックします。続いて、トポロジマップで、この管理テンプレートを割り当てるとき

にアスペクトで監視するCI タイプをクリックします。(複数のCI タイプを選択するには、[Ctrl]を押しま

す)ここで選択する各 CI タイプは、アスペクト内で割り当てたCI タイプの1つ (または、こうしたCI タ
イプの子 )と対応させる必要があります。たとえば、トポロジマップからMicrosoft SQL Server CIを選

択できます。

12. [パラメータ]タブで、この管理テンプレートに追加したアスペクトにあるすべてのパラメータの一覧を参

照できます。

パラメータを結合するには、以下の操作を行います。

a. [CTRL]を押して、結合するパラメータをクリックします。

b. をクリックします。 [パラメータの編集 /結合 ]ダイアログボックスが開きます。

c. 結合パラメータの [名前 ]を入力します。

d. オプション: [説明 ]および [デフォルト値 ]を指定します。また、結合パラメータが [読み取り専

用 ]、[エキスパート設定 ]、[非表示 ]のいずれかも指定します。
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特定のデフォルト値を指定できるほか、[CI 属性から]をクリックして CI属性を参照することもで

きます。CI属性を指定する場合、Operations ManagementはこのCI属性の実際の値を使用

して、基になるポリシーテンプレートのデプロイ時に自動的にパラメータ値を設定します。また、

条件付きパラメータ値を変更することもできます。(条件は読み取り専用で、管理テンプレートの

レベルでは変更できません。)

[読み取り専用 ]にすることで、構成アイテムに管理テンプレートを割り当てる際にパラメータ値が

変更されないようにできます。 [非表示 ]にしても変更を防げますが、管理テンプレートの割り当

て時やパラメータの調整中はパラメータも見えなくなります。ユーザは割り当て時に、エキスパー

ト設定を表示するかどうかを選択できます。

e. [OK]をクリックします。

また、複数のパラメータを結合せずに編集し、アスペクトまたはポリシーテンプレートのデフォルト値を

上書きすることもできます。パラメータを 1つクリックし、 をクリックします。 [パラメータの編集 /結合 ]ダ
イアログボックスが開きます。

13. [管理テンプレートの作成 ]ウィザードで [完了 ]をクリックし、管理テンプレートを保存してからウィザー

ドを閉じます。新しい管理テンプレートが、 [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインに表示されま

す。

Microsoft SQL Server管理テンプレートの編集
Microsoft SQL Server管理テンプレートを編集して、以下のコンポーネントを変更できます。

l パラメータ

l Microsoft SQL Serverのアスペクト

パラメータの編集
事例 :現在、環境内の単一インスタンスデータベースを監視するため、基本 Microsoft SQL Server管
理テンプレートを使用しています。環境内の空きが少ない表領域を監視していますが、使用可能な空

き領域をより詳しく観察するため、表領域に対応するパラメータを変更したいと考えています。

環境内の表領域をより詳しく監視するには、表領域パラメータ (空き領域が少ない表領域の頻度、空

き領域が少ない表領域のしきい値、空き領域が少ない表領域の重大度 )を変更する必要があります。

パラメータを編集するには、以下の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。
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2. [構成フォルダ]ペインで、以下を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server 管理テン

プレート ] > [基本 Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]

3. リストから [基本 Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]を選択し、 をクリックします。 [管理テ

ンプレートの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

4. [パラメータ]タブをクリックします。パラメータのリストが表示されます。

5. 表領域パラメータをダブルクリックします。 [パラメータの編集 /結合 ]ウィンドウが表示されます。

このインスタンスの表領域パラメータは、 [空き領域が少ない表領域の頻度 ]、 [空き領域が少ない表

領域のしきい値 ]、 [空き領域が少ない表領域の重大度 ]のいずれかとなります。

6. ドロップダウンテキストを使用して、デフォルト値を変更できます。たとえば、 [空き領域が少ない表

領域の頻度 ]パラメータの値を [Medium]から [High]に変更できます。

7. [OK]をクリックします。 [管理テンプレートの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

8. [OK]をクリックします。Microsoft SQL Server管理テンプレートのバージョンが1つ増加します。

注 : Microsoft SQL Server管理テンプレートのバージョン番号は、Microsoft SQL Server管理テンプ

レートがカスタマイズされるたびに増加します。

アスペクトの編集
事例 :現在、詳細 Microsoft SQL Server管理テンプレートを使用して、ASMソリューションとともに動作

する高可用性 Microsoft SQL Server Real Application Cluster (RAC)環境を監視しています。詳細

Microsoft SQL Server管理テンプレートの一部であるアスペクトに使用しないものがあります。

アスペクトを編集するには、以下の手順を実行します。

1. 次の手順で [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、以下を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server 管理テン

プレート ] > [基本 Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]

3. リストから [基本 Microsoft SQL Server 管理テンプレート ]を選択し、 をクリックします。 [管理テ

ンプレートの編集 ]ダイアログボックスが開きます。
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4. [アスペクト ]タブをクリックします。アスペクトのリストが表示されます。

5. リストから削除するアスペクトを選択します。たとえば、Microsoft SQL Serverラッチ数のアスペクトを

削除します。

6. をクリックして選択したアスペクトを削除します。

7. [OK]をクリックします。Microsoft SQL Server管理テンプレートのバージョンが1つ増加します。

ユーザ定義メトリック (UDM)
ユーザ定義メトリック (UDM)を作成して、Microsoft SQL Serverデータベースから追加データを収集でき

ます。デフォルトでは、UDMはユーザ定義アスペクト (UDA)の一部となっています。ユーザ定義アスペクト

には、以下のポリシーがあります。

l Microsoft SQLServerDB_37XX - UDM監視のためのMeasurement Thresholdポリシー

l Microsoft SQLServer SampleUDM - UDM作成のためのサンプル設定ファイルポリシーテンプレート

タスク

UDMの作成方法

ユーザ定義メトリックを作成するには、以下の手順に従います。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をク

リックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]をクリックします。

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [Microsoft SQL Server] > [Microsoft SQL Server のアスペ

クト ] > [Microsoft SQL Server UDA]

3. [Microsoft SQL Server UDA] フォルダで 1.0を選択し、 をクリックします。 [アスペクトの編集 ]ダイ

アログボックスが開きます。

4. [ポリシーテンプレート ]タブをクリックしてMicrosoft SQL Server Sample UDMポリシーテンプレート

(設定ファイルポリシー)を選択し、 をクリックします。

5. [ポリシーデータ]タブをクリックします。このタブには、ユーザ定義メトリックの定義やサンプル例などの

詳細が含まれます。ポリシーデータを編集して、ファイルを保存できます。サンプルUDMポリシーの

バージョン番号が、1つ増加します。

オンラインヘルプのPDF版

HP OMi Management Pack for Microsoft SQL Server (1.00) 101 / 108ページ



6. メトリックのパラメータを定義するには、測定値しきい値テンプレート Microsoft SQLServerDB_37XX
のコピーを作成する必要があります。

7. [ポリシーテンプレート ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

8. [ポリシーテンプレート グループ]ペインで、以下のとおり選択します。

[タイプ別にグループ化されたテンプレート ] > [測定値しきい値テンプレート ] > [Microsoft SQL
ServerDB_37XX]

9. Microsoft SQL ServerDB_37XXをコピーするには、右クリックしてコピーする項目を選択し、項目を

貼り付けます。

10. ファイル名をMicrosoft SQL ServerDB_0701に変更します。

11. ポリシーテンプレート Microsoft SQLServerDB_0701を選択し、 をクリックします。

ポリシーはRAWモードで編集する必要があります。

12. [ポリシーパラメータ]タブで、パラメータを選択して編集できます。たとえば、UDMの頻度を変更する

には、パラメータのUDMの頻度を選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ウィンドウが開き

ます。デフォルト値を変更し、[OK]をクリックします。ポリシーテンプレート Microsoft
SQLServerDB_0701のバージョンが、1つ増加します。

UDMのデプロイ方法

UDMを監視するには、Microsoft SQLServerDB_0701とMicrosoft SQLServerサンプルUDMのポリ

シーテンプレートをデプロイする必要があります。

1. [ポリシーテンプレート ]ペインを開きます。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [監視 ] > [ポリシーテンプレート ]をクリックします。

2. [ポリシーテンプレート フォルダ]ペインでツリーを展開してデプロイするポリシーテンプレートをクリック

し、 をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

3. [構成アイテム]タブでポリシーテンプレートを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

4. [必要なパラメータ]タブで、各パラメータの値を指定します。
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a. リストでパラメータを選択して、 をクリックします。

o 標準パラメータの場合、 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きます。

[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

o インスタンスパラメータの場合、 [インスタンスパラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。

必要に応じてインスタンス値を変更したら、各インスタンス値の従属パラメータ値も変更しま

す。インスタンス値と従属パラメータ値を変更したら、[OK]をクリックします。

b. [次へ]をクリックします。

5. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合、BSMでは [割り当てオブジェクトの有効化 ]チェッ

クボックスをオフにします。OMiでは [割り当ての有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび

パラメータ]マネージャを使用して、後で割り当てを有効化できます。

6. [完了 ]をクリックします。
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付録 :ログ記録のデータソース
メトリックデータは、レポートおよびグラフの生成用の特定のデータソースにログ記録されます。

汎用データソース
汎用データソースでは、データベースインスタンス名用に instance nameという名前の付いた列が予約さ

れています。この列には、各インスタンスから収集したデータを区別する情報が含まれます。他の列はグラ

フ作成メトリックスを表します。すべてのグラフ作成メトリックの完全な一覧は、以下の場所の

dbspimssg.fmに格納されています。

Windowsの場合 : <ovagentdir>\bin\instrumentation

汎用データソースのフォーマット
次の表に、汎用データソースのフォーマットに関する情報を示します。

インスタンス名

M001_
CacheHitPct

M002_
CacheFreeBufPct

M003_
LogLogicallOAvg ...

<value> <value> <value> <value> <value>

<value> <value> <value> <value> <value>

レポート
Webベースのレポートは、各 Microsoft SQLServerデータベースの状況と効率のチェックに役立ちます。レ

ポートはDBSPI_MSS_REPORTデータソースから生成されます。レポートの表示とアクセスの詳細は、

HP Service Health Reporter (SHR)のマニュアルを参照してください。

DBSPI_MSS_REPORTには、以下の列に関する情報が含まれています。

l インスタンス名

l メトリック ID

l 値 ID

l システム ID

l オブジェクト ID
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01/09/14 05:25:03 PM INSTANCENAME onehp

01/09/14 05:25:03 PM METRICID 201.00

01/09/14 05:25:03 PM VALUEID 1.00

01/09/14 05:25:03 PM VALUE 5.00

01/09/14 05:25:03 PM SYSTEMID マシン名

01/09/14 05:25:03 PM OBJECTID onehp

グラフテンプレート
グラフはメトリックを図示したものです。グラフはDBSPI_MSS_GRAPHデータソースから生成されます。グ

ラフの作成と表示の詳細は、OMiのマニュアルの「PerformanceGraphing (パフォーマンスグラフ機能 )」を
参照してください。OMi MP for Microsoft SQL ServerにはMicrosoft SQL Serverグラフファミリが含まれ、

SQLServer CI タイプにマッピングされています。

次の表は、OMi MP for Microsoft SQL ServerおよびSPI for Microsoft SQL Serverグラフファミリ内に存

在するグラフテンプレートとマッピングされているポリシーの一覧です。

グラフテンプレート メトリック名 ポリシーの説明

Data Access MicrosoftSQLServer_
3051

フルスキャン率。

MicrosoftSQLServer_
3052

インデックス検索率。

MicrosoftSQLServer_
3053

ページ割り当て率。

MicrosoftSQLServer_
3054

エクステント割り当て率。

MicrosoftSQLServer_
3055

ページ分割率。

MicrosoftSQLServer_
3056

テーブルロックエスカレーション率。
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グラフテンプレート メトリック名 ポリシーの説明

Errors MicrosoftSQLServer_
3023

最後のプローブ以降に発生した SQLServerの読み

取り/書き込みエラー数。

MicrosoftSQLServer_
3024

パケットの読み取り中または書き込み中のパケット エ

ラー数です。

MicrosoftSQLServer_
3028

suspectのマークが付けられているデータベース数。

IO Utilization MicrosoftSQLServer_
3007

オペレーティングシステムに対して発行され、完了し

ていない読み取り要求数。

MicrosoftSQLServer_
3008

オペレーティングシステムに対して発行され、完了し

ていない書き込み要求数。

Latches MicrosoftSQLServer_
3068

即座に許可されず、待機した後で許可することが必

要だったラッチ要求の数。

MicrosoftSQLServer_
3069

サーバが起動されてから待機させられたラッチ要求の

平均ラッチ待ち時間。

MicrosoftSQLServer_
3076

現在の収集間隔の間に待機させられたラッチ要求の

平均ラッチ待ち時間。

Locks and its
Memory Utilization

MicrosoftSQLServer_
3013

使用中のロックの割合。

MicrosoftSQLServer_
3075

使用中のロックメモリの割合。

Lock Requests MicrosoftSQLServer_
3070

ロックタイムアウト率。

MicrosoftSQLServer_
3071

デッドロック率。

MicrosoftSQLServer_
3072

ロック待機率。

MicrosoftSQLServer_
3073

平均ロック待機時間。

Least Recently
Used

MicrosoftSQLServer_
3001

キャッシュ内でデータページが見つかった回数の割

合。
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グラフテンプレート メトリック名 ポリシーの説明

Server Status MicrosoftSQLServer_
3017

使用されているコマンド キューの長さの割合。

MicrosoftSQLServer_
3025

SQL Serverで使用されたCPU時間の割合。

MicrosoftSQLServer_
3074

バッチ要求率。

Transactions MicrosoftSQLServer_
3009

サーバのトランザクション率

MicrosoftSQLServer_
3066

サーバのログ拡張回数。

Server Status for
processes and
transactions

MicrosoftSQLServer_
3014

ブロックされているプロセスの数。

MicrosoftSQLServer_
3064

サーバ全体のアクティブなトランザクション数。

Users MicrosoftSQLServer_
3011

現在接続しているユーザの割合。

MicrosoftSQLServer_
3026

アクティブな接続の全接続に対する割合 (スリープ状

態の接続に対して)。
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on オンライン ヘルプの PDF 版 (OMi Management Pack for Microsoft SQL Server 1.00)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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